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領
土
と
は
何
だ

ろ
う
。
固
有
の
領

土
は
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
国
家
や
国

民
と
は
何
だ
ろ

う
。
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
わ
く
戦
後
67
年
目
の
夏
、
日

本
国
の
根
底
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
事
件
が
相
次
い
だ
。
尖
閣
諸

島
や
竹
島
や
国
後
島
の
問
題
だ

▼
千
年
以
上
特
定
の
言
語
を
話

す
人
々
が
住
み
続
け
て
い
れ
ば

国
家
と
固
有
の
領
土
と
言
え
そ

う
だ
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク

地
方
は
独
立
運
動
に
も
関
わ
ら

ず
自
治
州
の
ま
ま
だ
。
長
い
間

国
土
を
持
た
な
か
っ
た
ユ
ダ
ヤ

の
民
が
無
理
を
し
て
イ
ス
ラ
エ

ル
を
作
っ
て
中
東
紛
争
が
起
こ

っ
た
。
イ
ラ
ン
や
イ
ラ
ク
の
国

境
線
は
定
規
で
引
い
た
よ
う

だ
。
民
族
間
の
争
い
で
ス
ー
ダ

ン
で
は
長
い
間
内
戦
が
あ
り
南

ス
ー
ダ
ン
が
生
ま
れ
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
独
仏
の
間
の
ア
ル

ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
は
、
戦

争
の
た
び
に
民
の
意
向
を
無
視

し
て
独
仏
で
取
り
合
い
さ
れ
て

い
る
。
国
境
は
恣
意
的
な
も
の

だ
▼
最
近
で
は
海
で
、
漁
業
だ

け
で
な
く
海
底
資
源
を
巡
っ
て

島
の
領
有
権
争
い
が
活
発
化
し

て
い
る
。
千
島
樺
太
交
換
条
約

で
千
島
列
島
は
日
本
の
も
の
と

な
っ
た
が
、
も
と
も
と
は
ア
イ

ヌ
民
族
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人
が
住

ん
で
い
た
土
地
だ
。
尖
閣
諸
島

も
も
と
は
琉
球
民
族
が
住
ん
で

い
た
土
地
だ
。
ア
メ
リ
カ
大
陸

も
も
と
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
土

地
だ
▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

閉
会
式
、
世
界
中
の
選
手
が
兄

弟
の
よ
う
に
一
緒
に
行
進
し

た
。
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
参
加
国
１
本
ず
つ
の
聖
火
で

巨
大
な
１
本
の
松
明
を
作
っ

た
。
21
世
紀
は
領
土
争
い
す
る

の
で
な
く
、
世
界
中
の
民
族
が

お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら
、
一

回
限
り
の
生
命
を
謳
歌
で
き

る
、
平
和
で
共
に
生
き
る
地
球

を
創
る
世
紀
に
し
よ
う 

（
水
）

３面

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

２面

８面診内研より
妊娠中および授乳中の薬の使い方

研
面
究

　

住
民
が
中
皮
腫
で
死
亡
し
た
の
は
、
ク
ボ
タ
か
ら
飛
散
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因―

―

。
協

会
尼
崎
支
部
も
参
加
す
る
「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
か
ら
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
尼
崎
の
会
」
が
支

援
す
る
尼
崎
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
で
、
神
戸
地
裁
は
８
月
７
日
、
中
皮
腫
に
よ
り
死
亡
し
た
原
告

１
人
に
つ
い
て
ク
ボ
タ
の
責
任
を
認
め
、
損
害
賠
償
を
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
周
辺
住

民
の
健
康
被
害
に
対
す
る
企
業
の
責
任
を
初
め
て
認
め
る
画
期
的
判
決
と
な
っ
た
。

支援組織の船越会長が
高裁支援を訴えた　　

主張　危険なオスプレイ配備に反対

東日本大震災被災地で活動　小林和先生インタビュー

尼崎支部が支援

判決を受け要旨を説明する原告と弁護団（神戸地裁前）

歌
声
通
じ
平
和
願
う

尼
崎
住
民
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

兵庫協会企画編集、保団連発行　新パンフレットをご活用ください

「TPPが医療を壊す」

追加注文は、☎078－393－1807 政策部まで

　

こ
の
裁
判
は
、
尼
崎
市
内
の

ク
ボ
タ
旧
神
崎
工
場
周
辺
で
中

皮
腫
を
発
症
し
死
亡
し
た
と
し

て
、
２
遺
族
が
ク
ボ
タ
と
国
を

的
と
指
摘
。

　

一
方
、
国
に
つ
い
て
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
危
険
性
を
知
り
な
が

ら
使
用
禁
止
を
遅
ら
せ
て
被
害

を
拡
大
さ
せ
た
責
任
は
認
め

ず
、
工
場
か
ら
約
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
地
域
に
住
ん
で
い

た
原
告
の
請
求
は
棄
却
し
た
。

　

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
か
ら
い

の
ち
と
健
康
を
守
る
尼
崎
の

会
」
会
長
の
船
越
正
信
先
生

（
尼
崎
医
療
生
協
理
事
長
）

は
、
判
決
後
の
報
告
集
会
で

「
判
決
は
全
国
の
ア
ス
ベ
ス
ト

の
た
た
か
い
を
励
ま
す
も
の
だ

が
、
国
の
責
任
を
認
め
ず
、
１

遺
族
に
つ
い
て
ク
ボ
タ
の
責
任

を
認
定
し
な
か
っ
た
。
思
い
を

新
た
に
し
て
引
き
続
き
高
裁
で

の
支
援
を
強
め
よ
う
」
と
、
控

訴
す
る
方
針
を
示
し
た
。

　

協
会
尼
崎
支
部
は
同
会
に
参

加
、
八
木
秀
満
支
部
長
が
代
表

委
員
を
つ
と
め
、
署
名
運
動
な

ど
訴
訟
の
支
援
を
行
っ
て
き

た
。

　

今
日
ま
で
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連

疾
患
で
周
辺
住
民
２
０
０
人
以

上
が
死
亡
し
て
い
る
が
、
同
社

は
因
果
関
係
を
認
め
ず
、「
道

義
的
な
立
場
」
か
ら
救
済
金
を

支
払
っ
て
い
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト

関
連
疾
患
は
潜
伏
期
間
が
長
期

に
わ
た
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
今
後

も
発
症
者
が
増
え

る
こ
と
が
確
実

で
、
協
会
は
今
後

も
継
続
的
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
。

ポ
ー
ア
イ
移
転
の
問
題
を
訴
え
る
辻
理
事

　

県
立
こ
ど
も
病
院
を
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
に
移
転
さ
せ
る
兵

庫
県
の
計
画
に
対
し
、
反
対
の

世
論
が
広
が
っ
て
い
る
。
８
月

４
日
に
は
、
移
転
計
画
を
撤
回

さ
せ
、
周
産
期
医
療
の
拡
充
を

求
め
る
取
り
組
み
を
共
同
で
進

め
よ
う
と
、
協
会
を
は
じ
め
、

障
害
者
団
体
や

患
者
会
関
係

者
、
兵
庫
県
民

医
連
な
ど
が
参

加
し
「
連
絡

会
」
準
備
会
を

結
成
。

　

兵
庫
県
学
校

厚
生
会
館
で
行

わ
れ
た
準
備
会

に
は
、
関
係
団

体
か
ら
30
人
が

参
加
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
呼
び
か
け
人
の

一
人
で
あ
る
辻
一
城
理
事
が
出

席
。
救
急
で
患
者
を
送
っ
た
自

身
の
経
験
も
紹
介
し
て
、
現
在

地
で
果
た
し
て
い
る
こ
ど
も
病

院
の
大
切
さ
を
指
摘
し
、「
連

絡
会
」
事
務
局
を
保
険
医
協
会

に
置
く
こ
と
に
し
た
な
ど
、
運

動
を
支
え
て
い
き
た
い
と
発
言

し
た
。

　

呼
び
か
け
人
を
代
表
し
て
兵

庫
障
害
者
連
絡
協
議
会
会
長
の

柳
田
洋
氏
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
ポ
ー
ア
イ
移
転
計
画
を
撤
回

さ
せ
る
た
め
、
共
同
で
運
動

を
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

準
備
会
事
務
局
長
と
し
て
、

兵
庫
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

の
中
川
和
彦
氏
が
、
今
後
の
取

り
組
み
方
針
案
を
提
案
。
県
民

に
移
転
問
題
を
広
く
知
ら
せ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
県
知

事
あ
て
の
請
願
署
名
の
実
施
な

ど
が
確
認
さ
れ
た
。

　

協
会
で
は
、
す
で
に
池
内
春

樹
理
事
長
を
は
じ
め
、
吉
岡
巌

副
理
事
長
、
辻
一
城
・
森
下
順

彦
両
理
事
が
連
絡
会
の
呼
び
か

け
人
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

地
域
社
保
協
会
長
と
し
て
、
加

藤
擁
一
副
理
事
長
、
宮
武
博
明

理
事
も
呼
び
か
け
人
に
参
加
す

る
予
定
。

　

今
後
、「
連
絡
会
」
へ
の
参

加
を
幅
広
く
呼
び
か
け
、
請
願

署
名
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

い
る
。
署
名
用
紙
は
、
月
刊
保

団
連
９
月
号
に
同
封
し
て
送
付

す
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月

21
日
、
西
宮
市
勤
労
会
館
で

第
32
回
支
部
総
会
を
開
催
。

記
念
企
画
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

歌
姫
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー

　

コ
ン
サ
ー
ト
」
に
は
、
ホ

ー
ル
い
っ
ぱ
い
の
医
療
関
係

者
・
市
民
ら
４
１
０
人
が
集

ま
っ
た
。

　

ナ
タ
ー
シ
ャ
氏
は
、
６
歳

で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
に
遭
い
、
各
地
を
転
々
と

避
難
し
た
体
験
を
語
り
な
が

ら
、「
い
つ
も
何
度
で
も
」

「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」「
ア
メ

イ
ジ
ン
グ
レ
イ
ス
」
な
ど
13

曲
を
、
美
し
く
透
明
な
歌
声

と
哀
愁
を
帯
び
た
バ
ン
ド
ゥ

ー
ラ
の
響
き
で
披
露
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
核
、

政
治
、
戦
争
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
を
か
か
え
た
地
球
に
や

さ
し
く
語
り
か
け
る
よ
う
な

歌
だ
っ
た
」
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ク
ボ
タ
の
責
任
を
認
め
る

ク
ボ
タ
の
責
任
を
認
め
る

協会こども病院
ポーアイ移転

「
連
絡
会
」準
備
会
が
発
足

 

請
願
署
名
に
ご
協
力
を

西宮・芦屋支部第32回記念企画に410人
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
姫
コ
ン
サ
ー
ト

「命を守る歯科へ　
　　健康長寿社会をめざして」

相
手
に
謝
罪
と
損
害
賠

償
を
求
め
て
い
た
。

　

同
判
決
に
つ
い
て
訴

訟
弁
護
団
は
、「
ク
ボ

タ
か
ら
の
石
綿
飛
散
が

住
民
環
境
を
汚
染
し
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
わ
が
国
で
初
め

て
公
害
と
し
て
ク
ボ
タ

の
法
的
責
任
を
認
め
た

点
に
大
き
な
意
義
を
有

す
る
」
と
述
べ
、
画
期

チェルノブイリ事故に遭った体験を語りながら演奏を行うナターシャ氏

　

「
歯
の
健
康
格
差
」
を
克
服
し
、

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」
を
め
ざ
す

た
め
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
解
説
。
月

刊
保
団
連
９
月
号
に
同
封
し
て
お
届
け

し
ま
す
。（
Ｂ
５
判
・
36
ペ
ー
ジ
）

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
日
本
の
医
療

が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
そ
の
危

険
な
狙
い
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。（
Ａ
４
判
・
20
ペ
ー
ジ
）
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８
月
２
日
、
保
団
連
は
中
央

要
請
行
動
を
実
施
。
兵
庫
協
会

か
ら
武
村
義
人
副
理
事
長
が
参

加
し
た
。
消
費
税
増
税
と
関
連

法
案
の
廃
案
な
ど
を
求
め
た
要

請
行
動
で
、
結
果
と
し
て
は
国

民
世
論
を
無
視
す
る
形
で
10
日

に
法
案
は
採
択
さ
れ
た
が
、
行

動
日
に
は
不
信
任
決
議
案
提
出

へ
野
党
３
党
が
合
意
す
る
な

ど
、
国
民
世
論
を
受
け
緊
迫
し

た
中
で
行
わ
れ
た
。

　

緊
急
に
取
り
組
ま
れ
た
「
異

議
あ
り
！　

消
費
税
増
税
・
改

革
推
進
法
案
」
院
内
集
会
に

は
、
国
会
議
員
（
秘
書
含

む
）
22
人
、
マ
ス
コ
ミ
６

社
を
含
む
１
２
０
人
が
参

加
し
、
民
自
公
３
党
の
談

合
政
治
を
厳
し
く
追
及
す

る
声
が
響
い
た
。

　

消
費
税
増
税
に
反
対
し

た
民
主
、
共
産
、
社
民
な

ど
の
国
会
議
員
か
ら
は

「
社
会
保
障
目
的
と
言
い

な
が
ら
、
結
局
は
公
共
事

業
に
使
お
う
と
す
る
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
」
な
ど
、
参
院
段
階
で

廃
案
に
し
よ
う
と
決
意
表

明
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

社
民
党
首
の
福
島
瑞
穂

国会要請行動

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

参
院
議
員
ら
か
ら
は
、
不
信
任

決
議
案
提
出
の
方
向
な
ど
情
勢

報
告
が
行
わ
れ
た
。
共
産
党
の

高
橋
千
鶴
子
衆
院
議
員
は
、
東

日
本
大
震
災
の
医
療
費
免
除
に

つ
い
て
、
10
月
以
降
も
延
期
す

る
と
厚
労
省
が
表
明
し
た
が
大

震
災
に
対
す
る
特
例
措
置
と
し

て
は
廃
止
し
、
国
の
負
担
を
８

割
に
す
る
通
常
の
災
害
減
免
の

枠
内
で
や
ろ
う
と
し
て
い
る
と

批
判
し
た
。

　

協
会
が
取
り
組
ん
で
き
た

「
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療

の
実
現
を
求
め
る
請
願
」
署
名

は
、
追
加
分
４
３
０
筆
を
、
共

産
党
の
山
下
よ
し
き
参
院
議
員

に
託
し
た
。

　

ま
た
、
保
団
連
副
会
長
と
し

て
武
村
先
生
は
、
共
産
党
の
塩

川
鉄
也
衆
院
議
員
に
「
共
通
番

号
制
法
案
」
反
対
の
要
請
を
行

っ
た
。

　

兵
庫
選
出
議
員
へ
の
要
請

は
、
緊
迫
し
た
情
勢
の
中
で
議

員
と
面
談
で
き
な
か
っ
た
が
、

民
主
党
の
議
員
秘
書
数
人
か
ら

は
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー

ア
イ
移
転
問
題
に
つ
い
て
、
県

医
師
会
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
が
き

て
い
る
と
し
て
、
関
心
を
も
っ

て
い
る
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

“消費税増税に反対”
民自公３党が国民世論を無視

23
日
に
開
始
さ
れ
、
沖
縄
の

普
天
間
基
地
へ
の
配
置
準
備

が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

海
兵
隊
用
が
１
４
０
機
、

空
軍
用
が
20
機
作
ら
れ
、
05

年
か
ら
実
戦
配
置
さ
れ
て
い

る
が
、
と
ん
で
も
な
い
欠
陥

機
で
06
年
10
月
か
ら
11
年
９

月
ま
で
の
５
年
間
に
58
件
も

の
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ほ
ぼ
毎
月
１
回
事

故
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

　

死
者
が
出
る
か
２
０
０
万

　

米
軍
の
最
新

垂
直
離
着
陸
機

オ
ス
プ
レ
イ
の

岩
国
基
地
へ
の

陸
揚
げ
が
７
月

ド
ル
以
上
の
損
害
を
出
し

た
、
米
軍
の
言
う
と
こ
ろ
の

Ａ
級
事
故
だ
け
で
も
４
件
起

こ
っ
て
い
る
。
死
傷
者
の
合

計
は
43
人
に
も
な
る
。
本
年

に
入
っ
て
か
ら
も
２
件
の
事

故
を
起
こ
し
て
い
る
。

障
は
事
故
と
無
関
係
で
、
人

為
ミ
ス
が
原
因
と
す
る
公
式

見
解
を
発
表
し
た
。

　

し
か
し
開
発
に
関
わ
っ
た

米
軍
関
係
者
に
よ
る
と
、
機

体
の
左
右
に
回
転
翼
が
あ

り
、
向
き
を
頻
繁
に
変
え
る

な
ど
、
垂
直
離
着
陸
機
ゆ
え

の
構
造
的
欠
陥
が
あ
り
、
特

に
低
空
飛
行
時
に
危
険
性
が

高
い
と
い
う
。
低
空
飛
行
訓

練
は
、
本
州
、
四
国
、
九
州

の
七
つ
の
ル
ー
ト
で
行
わ
れ

る
。
沖
縄
県
民
だ
け
で
な
く

日
本
全
国
で
住
民
を
危
険
に

さ
ら
す
も
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
国
民
の

安
全
や
命
を
脅
か
す
欠
陥
機

を
、
野
田
政
権
は
何
の
批
判

テ
ナ
ン
ト
①

テ
ナ
ン
ト
①

◇
所
在
地　

伊
丹
市
西
野
２

丁
目
工
藤
ビ
ル
１
階
、
西
野

バ
ス
停
１
分

◇
物
件
種
別　

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
１
階
部
分
、
面
積 

69
・
36
㎡

◇
募
集
科
目　

眼
科
、
内

科
、
皮
膚
科
、
精
神
科
な
ど

に
適
す

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９

協
会
・
松
村
ま
で

テ
ナ
ン
ト
②

テ
ナ
ン
ト
②

◇
所
在
地　

〒
６
６
２―

０

８
３
２　

西
宮
市
甲
風
園
１

―

５―

11
フ
ォ
ー
カ
ス
ア
レ

ー
２
Ｆ

阪
急
西
宮
北
口
駅
よ
り
徒
歩

２
分

◇
物
件
種
別　

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
２
階
部
分

◇
面
積　

44
・
86
坪
、
１
４

８
・
33
㎡

◇
募
集
科
目　

眼
科
、
内

科
、
精
神
科
な
ど
に
適
す

◇
そ
の
他　

10
年
以
上
開
業

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

な
り
の
患
者
様
が
つ
い
て
お

り
ま
す
。
コ
ン
タ
ク
ト
販
売

店
へ
の
ご
紹
介
も
可
能
で

す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
１
７

協
会
・
田
村
ま
で

医
院
譲
渡
①

医
院
譲
渡
①

◇
物
件　

鉄
筋
２
階
建
、
診

療
所
兼
住
居

◇
建
物　

３
２
６
㎡
、
土
地

４
１
６
㎡

◇
標
榜
科
目　

内
科
、
小
児

科
他

◇
所
在
地　

阪
急
中
山
駅
よ

り
バ
ス
で
約
12
分
、
バ
ス
停

斜
め
向
か
い

◇
周
辺　

中
層
マ
ン
シ
ョ
ン

林
立
（
30
棟
以
上
）
区
域

内
、
当
院
の
他
医
院
な
し

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
０
７
９
７―

89―

４
６
４

９

月
水
金
土　

午
前
９
時
〜
午

後
１
時医

院
譲
渡
②

医
院
譲
渡
②

◇
所
在
地　

尼
崎
市
浜
田
町

２
丁
目
82
番
、
交
通
・
Ｊ
Ｒ

神
戸
線
「
立
花
」
駅
徒
歩
12

分◇
物
件
種
別　

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
３
階
建
、
元
診

療
所
兼
住
居

元
・
診
療
所
（
１
Ｆ
内
科
、

２
Ｆ
透
析
セ
ン
タ
ー
）、
住

居
３
Ｆ
、
第
２
種
住
居
地

域
、
建
築
年
月　

１
９
７
７

年
１
月

◇
面
積　

土
地
面
積
２
１
２

・
93
㎡
（
約
64
・
41
坪
）、

建
築
面
積
３
７
２
・
02
㎡

（
約
１
１
２
・
53
坪
）

◇
募
集
科
目　

各
（
全
）
科

目
可
能

◇
そ
の
他　

関
西
ろ
う
さ
い

病
院
１
・
６
㎞
、
県
立
尼
崎

病
院
移
転
予
定
地
１
・
４
㎞

◇
条
件
等
面
談
あ
り

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
１
７

協
会
・
田
村
ま
で

塩
川
鉄
也
議
員
（
中
央
）
に
要
請
す
る

武
村
副
理
事
長
（
左
）
と
杉
山
保
団
連

理
事
（
右
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
へ
共
同
呼
び
か
け

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
池
内
理
事
長
が
話
題
提
供

　

７
月
21
日
、
加
古
川
市
民
会

館
で
加
印
革
新
懇
（
平
和
・
民

主
主
義
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ

す
加
印
の
会
）
主
催
の
「
み
ん

な
で
考
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
市
民
ら

１
０
０
人
が
参
加
。
協
会
か

ら
、
池
内
春
樹
理
事
長
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
話
題

提
供
を
行
っ
た
。

　

池
内
理
事
長
は
、
日
本
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
る

医
療
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
協

会
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
医
療
を
壊
す
」
を
も
と

に
解
説
。

　

問
題
点
と
し
て
、
①
混
合
診

療
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

医
療
格
差
を
生
み
だ
す
、
②
株

式
会
社
が
病
院
経
営
に
参
入
し

医
療
が
儲
け
の
対
象
に
な
る
、

③
薬
価
が
高
く
な
り
医
薬
品
の

供
給
も
確
保
で
き
な
く
な
る
、

④
外
国
人
医
師
や
看
護
師
が
日

本
で
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
医

療
水
準
が
不
透
明
に
な
る
こ
と

な
ど
を
あ
げ
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
世
界
に
誇
る

日
本
の
皆
保
険
制
度
が
崩
壊
の

危
機
に
瀕
す
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

阻
止
に
向
け
て
共
同
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
冒
頭
に

「
国
の
在
り
方
を
揺
る
が
す
Ｔ

Ｐ
Ｐ
」
を
テ
ー
マ
に
神
戸
大
学

大
学
院
農
学
研
究
科
の
小
野
雅

之
教
授
が
基
調
講
演
を
行
っ
た

ほ
か
、
元
神
戸
税
関
職
員
、
農

民
運
動
団
体
、
兵
庫
県
加
古
川

農
林
振
興
事
務
所
職
員
ら
が
話

題
提
供
を
行
っ
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
で
兵
庫
県
の
農
家
数
が
６
割

減
に
な
る
と
の
試
算
が
さ
れ
て

い
る
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
と

と
も
に
農
業
へ
の
支
援
策
を
」

な
ど
、
多
数
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

世
界
大
会
は
、
国
連
の
潘
基

文
事
務
総
長
の
代
理
と
し
て
ア

ン
ゲ
ラ
・
ケ
イ
ン
軍
縮
問
題
担

当
上
級
代
表
が
出
席
し
た
ほ

か
、
世
界
各
国
の
政
府
代
表
・

関
係
者
、
お
よ
び
世
界
の
平
和

活
動
家
が
多
数
参
加
、
発
言

し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実

現
に
向
け
た

国
際
的
な
運

動
の
盛
り
上

が
り
を
感
じ

た
。

　

福
島
原
発

事
故
を
受

け
、
原
発
ゼ

ロ
を
め
ざ
す

運
動
と
の
連

帯
も
強
く
訴

え
ら
れ
た
。

福
島
県
浪
江

町
の
馬
場
有

町
長
が
、
事

故
後
も
続
く

困
難
を
語
り

「
自
ら
の
利
権
を
得
る
た
め
の

核
開
発
、
核
兵
器
製
造
を
放
棄

し
、
転
換
す
べ
き
時
」
と
訴
え

ら
れ
た
の
が
胸
に
響
い
た
。

　

５
日
に
は
、
分
科
会
企
画
と

し
て
、
山
口
県
岩
国
市
の
米
軍

基
地
を
視
察
し
た
。
米
軍
の
飛

行
訓
練
に
よ
り
、
爆
音
被
害
や

墜
落
・
落
下
物
等
の
事
故
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
墜
落
事
故
が
相
次
ぐ

垂
直
離
着
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ
が

基
地
内
に
あ
る
の
が
確
認
で
き

た
。
88
年
に
は
瀬
戸
内
海
を
は

さ
ん
だ
四
国
に
あ
る
伊
方
原
発

か
ら
８
０
０
ｍ
の
距
離
に
、
米

軍
ヘ
リ
が
墜
落
す
る
と
い
う
事

故
が
起
こ
っ
て
い
る
。
オ
ス
プ

レ
イ
が
万
が
一
墜
落
す
れ
ば
大

事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

参
加
者
全
員
で
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
に
対
し
、
反
対
の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
た
。

池
内
理
事
長
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
丁
寧
に
解
説

折
り
鶴
を
届
け
、
祈
り
を
捧
げ
た

日
前
の
エ
ン
ジ
ン
出
力
が
右

99
・
５
％
、
左
95
％
と
低
下

し
て
い
た
と
い
う
。
ハ
ー
ベ

ル
委
員
長
は
エ
ン
ジ
ン
の
出

力
低
下
が
あ
っ
た
と
判
断
し

た
。

　

し
か
し
事
故
機
は
墜
落

　

10
年
８
月
に
提
出
さ
れ
た

事
故
調
査
委
員
会
（
委
員
長

＝
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ー
ベ
ル
准

将
）
の
報
告
は
、
着
陸
時
の

ロ
ー
タ
の
回
転
数
が
通
常
の

２
割
減
と
「
異
常
に
低
か
っ

た
」
と
推
定
し
た
。
事
故
３

後
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
も

含
め
爆
破
さ
れ
、
事
故
原
因

を
確
定
す
る
証
拠
は
残
さ
れ

な
か
っ
た
。
し
か
も
空
軍
特

殊
作
戦
司
令
部
は
、
事
故
調

査
委
員
会
の
報
告
書
の
書
き

換
え
を
命
令
。
エ
ン
ジ
ン
故

危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
に
反
対　
　
　

小
西　

明
和
先
生

中
央
区　

内
・
小
児
科

７
月
25
日　

享
年
83
歳

別
所　

四
郎
先
生

垂
水
区　

外
・
整
形
外
科

８
月
３
日　

享
年
85
歳

谷
村　

保
夫
先
生

芦
屋
市　

皮
・
泌
尿
科

８
月
14
日　

享
年
89
歳

松
葉　

賢
一
先
生

中
央
区　

眼
科

８
月
16
日　

享
年
74
歳

や
抗
議
も
せ
ず
、
米
軍
の
実

戦
配
置
を
認
め
た
。
試
乗
し

た
森
本
防
衛
相
は
「
乗
り
心

地
が
良
い
」
な
ど
と
ほ
め

た
。
米
軍
関
係
者
が
危
険
を

指
摘
し
て
い
る
機
体
に
つ
い

て
、
直
接
開
発
に
関
わ
っ
た

こ
と
の
な
い
日
本
政
府
が
安

全
を
保
証
し
て
も
何
に
も
な

ら
な
い
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
は
、
日

米
安
全
保
障
条
約
に
よ
る
米

軍
の
権
利
だ
と
い
う
。
安
保

条
約
は
日
本
を
外
敵
か
ら
守

る
と
賛
成
論
者
は
言
う
が
、

そ
の
実
、
米
国
を
守
る
た
め

の
も
の
で
、
日
本
は
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。 　

保
団
連
も
実
行
委
員
会
に
参
加
す
る
原
水
爆
禁
止
２
０
１

２
年
世
界
大
会
が
、
８
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
広
島
市

内
で
開
催
さ
れ
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
川
西
敏
雄
副
理
事
長
ら

が
参
加
。
武
村
義
人
副
理
事
長
と
広
川
恵
一
理
事
か
ら
託
さ

れ
た
折
り
鶴
を
広
島
平
和
公
園
内
の
原
爆
の
子
の
像
前
に
供

え
た
。
川
西
先
生
の
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

原水爆禁止世界大会 in 広島

核兵器・原発ゼロの
世界へ
 副理事長　　川西　敏雄

参
加
記



被災地でメンタルケアの大切さ 広げる被災地でメンタルケアの大切さ 広げる

２０１２年(平成２４年)８月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６９５号（３）

　

神
戸
市
中
央
区
・
精
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
林
の
小
林
和
先

生
が
、
宮
城
県
保
険
医
協
会
が
仙
台
市
内
で
７
月
29
日
に

開
催
し
た
「
第
21
回
地
域
医
療
懇
談
会―

特
別
企
画
ー
」

で
「
災
害
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
と
題
し
、
災
害
後
の
心

の
変
化
や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
な
ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ

た
。
当
日
参
加
し
た
池
内
春
樹
理
事
長
と
武
村
義
人
副
理

事
長
が
活
動
内
容
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

精
神
科
受
診
を

た
め
ら
う
被
災
者

　

池
内　

先
生
は
、
震
災
以
来

ず
っ
と
東
北
で
活
動
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
。

　

小
林　

は
い
。
昨
年
４
月
に

訪
問
し
た
の
が
最
初
で
、
そ
の

後
、
毎
月
１
度
は
週
末
を
利
用

し
て
東
北
を
訪
れ
、
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
演
や
相
談

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

精
神
医
療
に
対
す
る
偏
見
が
根

強
く
、
被
災
者
は
受
診
を
た
め

ら
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、

関
心
を
高
め
偏
見
を
な
く
す
こ

と
が
精
神
の
健
康
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

武
村　

先
生
ご
自
身
も
17
年

前
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被

災
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　

小
林　

え
え
。
診
療
所
は
半

壊
し
そ
の
復
旧
を
し
な
が
ら
、

電
話
相
談
な
ど
、
精
神
科
医
療

専
門
家
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
主
宰
し
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
の
よ
う
に
命
が
脅
か
さ

れ
る
よ
う
な
出
来
事
を
体
験
す

る
と
、
心
が
折
れ
ま
す
。
最
近

は
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
状
態
を
「
ト
ラ
ウ

マ
」
と
い
い
、
ト
ラ
ウ
マ
が
原

因
で
睡
眠
障
害
、
回
避
行
動
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
な
ど
の
症

状
が
続
く
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（Post 

Traum
atic Stress Disorder

、

〈
心
的
〉
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
）」
の
患
者
さ
ん
が
多
数
生

ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を

防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
た
の
で
す
。

池
内　

阪
神
当
時
は
、
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
な
ど
の
言
葉
も
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
林　

当
時
は
専
門
家
の
間

で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
精
神
科
医
療
に
対

す
る
偏
見
も
強
か
っ
た
の
で
、

そ
の
意
識
を
変
え
、
精
神
科
医

療
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
よ

う
努
力
し
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
も
あ
り
、
特
に
阪

神
地
域
で
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
言
葉

が
一
般
的
に
な
り
、
気
軽
に
精

神
科
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

「
気
づ
く
」こ
と
が

治
療
の
第
一
歩

　

武
村　

東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
の
方
は
ど
の
よ
う
な
状
態

で
す
か
。

　

小
林　

ほ
と
ん
ど
の
方
が
、

精
神
障
害
は
自
分
に
は
関
係
な

い
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
あ

れ
ほ
ど
ひ
ど
い
災
害
に
出
遭
っ

た
の
だ
か
ら
ス
ト
レ
ス
は
当
た

り
前
と
思
い
こ
み
、
ケ
ア
し
よ

う
と
い
う
発
想
に
至
ら
な
い
の

で
す
。
お
話
を
す
る
と
「
私
ち

ょ
っ
と
危
険
か
も
…
」「
う
ち

の
お
父
さ
ん
、
そ
う
だ
っ
た

わ
。
眠
れ
な
く
て
お
酒
ば
か

り
」
な
ど
、
当
た
り
前
と
思
っ

て
い
た
状
態
が
危
険
な
ん
だ
と

気
づ
か
れ
る
の
で
す
。

　

池
内　

「
気
づ
く
」
こ
と
が

治
療
の
第
一
歩
だ
と
。

　

小
林　

そ
う
で
す
。
皆
「
が

ま
ん
し
な
き
ゃ
、
耐
え
ら
れ
な

い
人
間
は
弱
い
」
と
思
っ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
「
気
づ

き
」
が
一
番
大
事
な
ん
で
す
。

な
ん
と
な
く
眠
れ
な
い
、
食
事

が
お
い
し
く
な
い
、
楽
し
く
な

い
な
ど
は
そ
の
サ
イ
ン
で
す
。

周
囲
の
人
も
お
か
し
い
な
と
思

っ
た
ら
、
本
人
に
「
少
し
、
い

つ
も
と
違
う
よ
。
専
門
家
に
相

談
し
て
ご
ら
ん
」
と
伝
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　

武
村　

早
め
の
受
診
を
勧
め

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

小
林　

え
え
。
寒
風
に
さ
ら

さ
れ
れ
ば
、
人
は
誰
で
も
風
邪

を
ひ
き
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

と
い
う
精
神
的
・
心
理
的
に
大

変
な
寒
風
が
吹
き
す
さ
べ
ば
、

心
も
風
邪
を
ひ
く
の
で
す
。
低

く
見
積
も
っ
て
も
、
悲
惨
な
体

験
を
し
た
人
の
３
〜
５
％
が
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
発
症
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
震
災
で

10
万
人
が
家
を
な
く
し
て
お

り
、
５
％
で
５
０
０
０
人
。
こ

れ
だ
け
の
患
者
が
一
気
に
生
ま

れ
る
と
い
う
の
は
大
変
な
こ
と

で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
原
因
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
の
で
、
専
門
的
に

き
ち
ん
と
治
療
を
行
え
ば
治
り

ま
す
が
、
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
う

と
性
格
の
変
化
が
起
こ
る
の
で

大
変
で
す
。
早
め
の
ケ
ア
や
受

診
が
肝
心
な
の
で
す
。

支
援
者
の
相
談

ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

武
村　

先
生
は
被
災
者
だ
け

で
な
く
、
支
援
者
の
ケ
ア
に
も

力
を
い
れ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

小
林　

支
援
す
る
側
に
も
精

神
的
な
安
定
と
ゆ
と
り
が
必
要

で
す
。
悲
惨
な
体
験
の
話
を
聞

い
て
い
る
う
ち
に
、
の
め
り
こ

ん
で
同
調
し
て
し
ま
う
と
自
分

を
見
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
支
援
者

の
精
神
障
害
と
い
う
２
次
被
害

を
生
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

池
内　

ど
の
よ
う
に
ケ
ア
さ

れ
る
の
で
す
か
。

　

小
林　

被
災
者
か
ら
聞
い
た

被
災
体
験
を
支
援
者
が
グ
ル
ー

図　支援者ストレスほっとラインのチラシ

プ
で
語
り
合
う
「
デ
ブ
リ
ー
フ

ィ
ン
グ
」
が
有
効
で
す
。
被
災

者
か
ら
聞
い
た
体
験
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
一
人
で
抱
え
込
む

こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
精
神
神
経
科

診
療
所
協
会
の
主
催
で
、「
災

害
支
援
者
ス
ト
レ
ス
ほ
っ
と
ラ

イ
ン
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

（
左
図
）。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

で
支
援
者
か
ら
の
相
談
を
受
け

付
け
、
全
国
の
心
の
専
門
家
が

い
つ
で
も
相
談
に
乗
れ
る
体
制

を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

認
知
度
が
低
い
の
で
、
幅
広
い

広
報
が
課
題
で
す
。

　

池
内　

兵
庫
協
会
で
も
広
報

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阪
神
で
役
立
っ
た

協
会
の
支
援

　

武
村　

先
ほ
ど
お
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
先
生
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
後
、
24
時
間
電
話
相

談
を
14
カ
月
続
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

小
林　

当
時
、
私
も
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
を
知
識
と
し
て
知
っ
て
は
い

た
も
の
の
震
災
直
後
に
は
思
い

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
被
災
５

日
目
に
１
人
の
被
災
者
の
方
か

ら
の
電
話
で
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
だ
。

こ
れ
か
ら
大
変
な
こ
と
に
な

る
」
と
ぱ
っ
と
思
い
出
し
、
専

門
家
が
24
時
間
い
つ
で
も
相
談

を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
ろ

う
と
、
電
話
相
談
を
思
い
つ
き

ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る

と
、
一
晩
中
悩
ん
で
、
明
け
方

に
魔
が
さ
し
て
自
殺
し
て
し
ま

う
例
が
非
常
に
多
い
か
ら
で

す
。

　

池
内　

あ
の
頃
は
今
の
よ
う

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
携
帯
電

話
も
普
及
し
て
お
ら
ず
、
情
報

を
発
信
す
る
の
も
集
め
る
の
も

大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

小
林　

え
え
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
全

国
の
知
り
合
い
に
送
り
、
協
力

を
要
請
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
九
州
の
友
人
が
看

護
師
さ
ん
に
携
帯
電
話
を
持
た

せ
て
派
遣
し
て
く
れ
、
東
京
か

ら
臨
床
心
理
士
さ
ん
が
、
千
葉

か
ら
精
神
科
医
が
到
着
さ
れ
ま

し
た
。
１
月
28
日
の
こ
と
で

す
。

　

そ
こ
へ
朝
井
榮
先
生
（
前
理

事
長
）
が
協
会
に
協
力
を
依
頼

し
て
く
れ
た
結
果
で
す
が
、
協

会
事
務
局
の
方
が
、
当
時
ま
だ

珍
し
か
っ
た
携
帯
電
話
を
２
台

持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

専
門
家
が
３
種
３
人
に
携
帯

電
話
が
３
台
あ
る
。
今
す
ぐ
始

め
よ
う
と
、
29
日
０
時
か
ら
電

話
相
談
を
開
始
し
ま
し
た
。
あ

の
日
の
こ
と
は
忘
れ
も
し
ま
せ

ん
。
協
会
か
ら
の
迅
速
な
支
援

の
お
か
げ
で
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

武
村　

こ
ち
ら
こ
そ
、
協
会

で
も
何
度
も
ご
講
演
や
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
兵
庫
協
会
で

は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
で

の
活
動
と
し
て
、
半
年
に
一
度

程
度
、
仮
設
住
宅
や
病
院
を
訪

問
し
、
健
康
相
談
や
文
化
的
な

も
の
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
う
な
ど
の
支
援

も
続
け
て
い
ま
す
。（
※
）

　

小
林　

音
楽
は
、
心
だ
け
で

な
く
体
全
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
ま
す
の
で
、
い
い
で
す
ね
。

色
々
な
側
面
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
が
関
わ
り
続
け
、
被
災
者
の

方
に
「
忘
れ
て
い
な
い
よ
」
と

サ
イ
ン
を
送
り
、
つ
な
が
り
続

け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

　

池
内　

と
も
に
被
災
地
の
方

々
の
健
康
を
守
る
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
※
）
５
面
に
レ
ポ
ー
ト
掲
載

【こばやし　かず】徳島大学医学部卒、精神科医、主研究領
域（精神療法、精神分析学、児童青年精神医学）。現在、精療
クリニック小林院長。資格　精神科専門医、精神科指導医、
児童青年精神医学界認定医、産業医、精神分析学会認定精神
療法医、同認定精神療法医スーパーバイザー

東日本大震災
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内 
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副
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事
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小林和先生インタビュー
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今
回
は
13
時
間
あ
ま
り
の
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
世
界
屈
指
の
地
震
国

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
永
久
的
安

全
は
絶
対
に
あ
り
得
ま
せ
ん
！

　

も
し
原
発
が
再
稼
働
し
、
福

島
と
同
じ
よ
う
な
事
態
が
起
こ

れ
ば
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
が

な
さ
れ
る
の
か
、
天
災
、
地

震
、
人
災
な
ど
の
危
機
管
理
が

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
よ
り
安
全

な
も
の
と
な
り
、
政
府
、
地
方

自
治
体
、
企
業
は
正
確
か
つ
迅

速
な
情
報
公
開
を
約
束
し
な
け

れ
ば
絶
対
に
原
発
稼
働
を
し
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

福
島
の
原
発
事
故
後
、
原
発

の
投
資
対
利
益
効
果
の
悪
い
こ

と
を
知
り
な
が
ら
、
政
府
・
企

業
は
目
先
だ
け
の
利
益
を
優
先

し
、
将
来
の
危
機
を
認
識
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
住
民
に

ア
メ
と
ム
チ
を
与
え
る
よ
う

に
、
危
険
な
原
発
で
住
民
を
騙

し
続
け
て
い
た
の
で
す
。

　

全
国
の
原
発
を
廃
炉
に
す
る

に
は
、
莫
大
な
時
間
、
資
金
、

危
険
性
、
人
力
が
必
要
で
あ
り

地
域
住
民
は
何
重
も
の
苦
し
み

を
受
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

反
原
発
派
の
猿
橋
巧
さ
ん
と

の
懇
談
会
で
は
、
貴
重
な
資
料

と
と
も
に
お
お
い
町
民
の
生
の

声
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
た
ち
全
国
民
は
そ
の
負
担

を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
よ

う
、
限
り
あ
る
資
源
を
も
っ
と

有
効
に
利
用
、
活
用
し
、
地
域

住
民
の
安
心
安
全
を
守
り
、
一

刻
も
早
く
「
原
発
ゼ
ロ
！
」
を

め
ざ
し
努
力
し
よ
う
で
あ
り
ま

せ
ん
か
。

【
三
田
市
・
歯
科

 

中
西　
　

透
】

　

ま
た
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
上
手

く
動
作
す
る
よ
う
民
間
を
含

め
、
実
地
訓
練
な
ど
も
必
要
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

世
界
中
で
も
長
崎
・
広
島
の

原
爆
、
ビ
キ
ニ
環
礁
第
五
福
竜

丸
の
被
爆
、
東
海
村
の
事
故
、

今
回
の
福
島
と
、
国
土
の
狭
い

国
で
４
回
も
の
被
曝
事
故
を
経

験
す
る
と
い
う
こ
と
は
異
常
で

あ
り
、
技
術
大
国
と
は
決
し
て

言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
被
曝

し
て
い
な
い
国
は
、
わ
が
国
日

本
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
知

り
た
い
も
の
で
す
。

　

お
お
い
町
は
山
林
95
％
、
耕

作
地
が
５
％
の
面
積
の
、
リ
ア

ス
式
海
岸
で
人
口
約
８
８
０
０

人
の
美
し
い
町
で
す
。
電
源
交

付
金
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
の
電
化
・
学

校
・
病
院
等
の
ハ
コ
モ
ノ
と
い

わ
れ
る
立
派
な
建
物
が
立
ち
並

ん
で
い
ま
し
た
。

　

お
そ
ら
く
原
発
を
含
む
関
連

企
業
に
た
く
さ
ん
の
人
々
が
雇

用
さ
れ
て
お
り
、
現
代
で
は
電

源
交
付
金
で
運
営
費
ま
で
も
捻

出
し
、
こ
の
資
金
が
底
を
つ
け

ば
将
来
町
の
経
済
は
破
綻
し
、

あ
り
地
獄
の
よ
う
に
な
っ
て
い

　

大
飯
高
浜
Ｉ
Ｃ
を
出
る
と
、

お
お
い
町
の
猿
橋
町
議
会
議
員

よ
り
バ
ス
中
か
ら
、
町
内
施
設

の
ガ
イ
ド
が
始
ま
っ
た
。

　

最
初
は
、
４
６
０
メ
ー
ト
ル

の
巨
大
滑
り
台
が
あ
る
「
き
の

こ
の
森
」。
次
に
生
徒
数
69
人

で
３
階
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

の
立
派
な
本
郷
小
学
校
。
首
相

官
邸
を
拡
大
し
た
よ
う
な
保
健

・
医
療
・
福
祉
総
合
施
設
「
な

ご
み
」。
日
帰
り
温
泉
「
あ
み

ー
シ
ャ
ン
大
飯
」。
そ
し
て
広

大
で
ピ
カ
ピ
カ
の
複
合
施
設

「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」。
全
て

が
原
発
関
連
の
補
助
金
で
で
き

て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　

昼
食
後
の
猿
橋
議
員
の
お
話

の
中
で
、
補
助
金
が
ハ
コ
モ
ノ

ば
か
り
で
な
く
、
最
近
は
福
祉

や
人
件
費
な
ど
ソ
フ
ト
面
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と

麻
薬
の
よ
う
な
も
の
だ
、
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

　

青
戸
ク
ル
ー
ズ
船
で
、
小
浜

湾
を
巡
っ
た
。
本
当
に
自
然
が

美
し
く
、
な
お
か
つ
ロ
グ
ハ
ウ

ス
な
ど
の
充
実
し
た
施
設
が
整

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
補
助
金

の
お
か
げ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し

て
大
飯
原
発
が
、
山
と
山
に
挟

ま
れ
て
隠
れ
る
よ
う
に
姿
を
現

し
た
。
そ
の
前
に
は
海
面
か
ら

３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
テ
ト
ラ
ポ

ッ
ト
の
防
波
堤
が
あ
る
が
、
来

年
に
は
13
メ
ー
ト
ル
に
か
さ
上

げ
さ
れ
る
そ
う
だ
。
３
メ
ー
ト

ル
で
は
津
波
が
来
れ
ば
、
ひ
と

た
ま
り
も
な
い
こ
と
は
、
一
目

瞭
然
で
あ
る
。

　

大
飯
原
発
は
関
西
電
力
で
あ

る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
関
西
は
電

力
供
給
し
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
福
井
県
に
は
供
給
さ

れ
て
い
な
い
と
伺
っ
た
。

　

お
お
い
町
民
は
、
札
束
で
頬

を
嬲
（
な
ぶ
）
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
も
の
だ
と
思
っ
た
。
嬲
っ

て
い
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
関
西

人
で
あ
る
。
福
島
原
発
に
お
け

る
首
都
圏
民
も
同
様
だ
。
こ
の

こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
い
関
西

人
や
首
都
圏
民
が
多
す
ぎ
る
と

思
う
。

　

ひ
と
た
び
事
故
が
起
こ
れ

ば
、
こ
の
美
し
い
自
然
と
故
郷

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
ば
か
り

か
、
琵
琶
湖
が
汚
染
さ
れ
る
わ

け
だ
か
ら
、
翌
日
か
ら
関
西
人

は
水
が
飲
め
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

人
間
中
心
の
考
え
で
あ
る
。
こ

の
20
年
で
北
極
の
氷
が
激
減
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
シ
ロ
ク
マ

の
子
ど
も
が
死
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
私
た
ち
人
間
の
せ
い
で
あ

る
。

　

原
発
よ
り
も
火
力
発
電
の
ほ

う
が
Ｃ
Ｏ

２

排

出
量
は
多
い
。

自
分
の
子
ど
も

が
可
愛
い
か
ら

と
い
っ
て
、
原

発
を
再
開
し
な

い
で
火
力
発
電

で
補
う
と
い
う

の
は
、
あ
ま
り

に
も
傲
慢
で
あ

る
。
地
球
か
ら

見
れ
ば
、
人
間

の
子
ど
も
も
シ

ロ
ク
マ
の
子
ど

も
も
同
じ
で
あ

る
。
シ
ロ
ク
マ

　

私
は
１
９
９
５
年
に
加
藤
武

彦
先
生
の
勧
め
で
往
診
を
始
め

ま
し
た
が
、
そ
の
頃
往
診
を
し

て
い
る
先
生
は
少
な
く
、
世
間

の
認
識
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
内
先
生
が
尼
崎

で
他
の
職
種
の
方
々
と
往
診
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
当
時

は
ま
だ
手
探
り
の
状
況
の
よ
う

に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
講
演
を
お
聴
き

し
ま
し
て
、
私
の
頭
の
中
が
す

っ
き
り
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
脳

梗
塞
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
神
経
難

病
、
認
知
症
な
ど
の
廃
用
性
な

ど
、
よ
く
遭
遇
す
る
代
表
的
な

疾
患
別
に
ポ
イ
ン
ト
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
て
、
具
体
的
な
症
例

を
動
画
も
使
っ
て
ご
紹
介
い
た

だ
き
、
よ
り
イ
メ
ー
ジ
が
で
き

ま
し
た
。

　

書
籍
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
一
か
ら
勉

強
し
て
い
て
は

時
間
を
要
す
る

だ
け
で
、
実
績

の
あ
る
村
内
先

生
の
生
き
た
講

演
を
聴
く
方
が

よ
ほ
ど
た
め
に

な
り
ま
す
。

　

最
近
は
Ｏ
Ｆ

Ｆ
チ
ュ
ー
ブ
で

胃
ろ
う
の
患
者

が
増
え
て
い
ま
す
。
先
日
奈
良

県
で
の
生
涯
研
修
セ
ミ
ナ
ー
で

加
藤
先
生
は
、「
胃
ろ
う
で
は

な
く
口
か
ら
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
歯
科
医
師
は
が
ん
ば
ら
な
い

と
い
け
な
い
よ
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
食

べ
ら
れ
る
義
歯
を
作
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
！　

「
作
る
だ

け
作
っ
て
後
は
知
ら
な
い
と
逃

げ
て
い
る
歯
科
医
師
が
多
い
」

と
Ｓ
Ｔ
や
医
師
か
ら
ク
レ
ー
ム

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
満
足
で
き
る
義
歯

は
、
自
分
の
診
療
所
で
も
そ
ん

な
に
多
く
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
往
診
患
者
が
相
手
と
な
る

と
な
お
さ
ら
難
し
く
な
り
ま

す
。

　

歯
科
往
診
の
点
数
が
さ
ら
に

加
算
さ
れ
れ
ば
、
今
後
往
診
に

携
わ
る
歯
科
医
師
も
増
え
る
で

し
ょ
う
。

　

今
後
も
歯
科
往
診
に
役
立
つ

こ
の
よ
う
な
研
究
会
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
高
砂
市
・
歯
科

 

　

傅　
　

晴
光
】

　

７
月
15
日
、
保
団
連
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
32
人
が
大
飯
原
発

視
察
の
た
め
、
京
都
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

報
道
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

亀
岡
付
近
で
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

た
め
京
都
縦
貫
道
路
の
一
部
が

崩
壊
し
、
通
行
止
め
に
よ
る
大

渋
滞
。
予
定
よ
り
４
時
間
ほ
ど

遅
れ
午
後
３
時
過
ぎ
お
お
い
町

に
到
着
し
ま
し
た
。

　

早
々
に
昼
食
を
済
ま
せ
、
お

お
い
町
議
会
議
員
の
猿
橋
巧
さ

ん
と
の
懇
談
会
、
そ
の
後
青
戸

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
よ
り
原
発
の

遠
望
な
ど
を
無
事
に
終
了
し
、

海上からみえた大飯原発（森岡先生撮影）

感 想 文

は
地
球
温
暖
化
を
止
め
ら
れ
な

い
の
だ
か
ら
、
私
た
ち
が
止
め

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

全
て
の
も
の
に
は
耐
用
年
数

が
あ
る
。
そ
し
て
今
後
原
発
を

新
設
す
る
こ
と
は
、
何
か
あ
れ

ば
故
郷
を
奪
わ
れ
る
地
元
民
が

許
し
て
く
れ
は
し
な
い
。
す
な

わ
ち
30
年
後
に
は
、
好
む
と
好

ま
ざ
る
と
の
い
か
ん
に
か
か
わ

ら
ず
、
原
発
は
ゼ
ロ
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

　

だ
か
ら
、
30
年
後
に
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
原
発
と

火
力
発
電
に
代
わ
っ
て
営
業
運

転
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
人
類
の
英
知
を
集
め
て
開

発
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
経
済
的
負
担
を
私

た
ち
が
担
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
省
エ
ネ
が
必
須
で

あ
る
。
お
天
道
様
と
一
緒
に
生

活
す
る
の
が
一
番
だ
と
思
う
。

少
な
く
と
も
、
蚊
帳
で
寝
る
よ

う
な
生
活
に
す
べ
き
と
考
え

る
。

【
三
田
市
・
歯
科　

 

小
寺　
　

修
】

デ
モ
で
反
原
発
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
林
副
理
事
長

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
７
月
15
日
、
福
井

県
に
あ
る
関
西
電
力
大
飯
原
発
の
視
察
会
を
開

催
。
お
お
い
町
議
会
の
猿
橋
巧
議
員
の
案
内

で
、
大
飯
原
発
を
眺
望
し
、
町
内
施
設
を
見
学

し
た
。
近
畿
各
県
か
ら
32
人
が
参
加
し
、
兵
庫

協
会
か
ら
は
、
林
祐
介
副
理
事
長
、
森
岡
芳
雄

・
伊
賀
幹
二
・
永
本
浩
各
理
事
、
上
條
勝
常
・

坂
口
智
計
・
中
西
透
・
小
寺
修
各
評
議
員
と
そ

の
家
族
ら
15
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
感
想

文
を
紹
介
す
る
。

具体的な症例でわかりやすく
説明した村内先生　　　　　

歯
科
特
別
研
究
会
「
訪
問
診
療
」

保団連近畿ブロック

大飯原発視察会大飯原発視察会原
発
と
い
う
麻
薬
に
頼
ら
ず

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
省
エ
ネ
を

感 想 文 ①

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
そ
う

感 想 文 ②

“脱原発”国会を包囲“脱原発”国会を包囲

　原発・再稼働反対の声を政府に届けようと「脱原発国会大包囲」が
７月29日に開催され、主催者発表で20万人が集まった。毎週金曜日に
デモを続けている「首都圏反原発連合」が主催し、保団連も加盟する
「原発をなくす全国連絡会」などが協力した。国会包囲に先立ち日比
谷公園で集会を行い、東京電力本社、財務省などをデモ行進した。協
会からは林祐介副理事長ら３人が参加した。

疾
患
別
に
対
応
の

ポ
イ
ン
ト
つ
か
め
た

　

歯
科
部
会
は
７
月
８
日
、
協
会
会
議
室
で
歯
科
特
別
研
究
会

「
歯
科
訪
問
診
療
時
の
留
意
点
〜
認
知
症
・
高
齢
者
の
口
腔
機

能
管
理
の
実
際
〜
」
を
開
催
。
尼
崎
市
開
業
の
村
内
光
一
先
生

を
講
師
に
、
１
２
５
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
か
ら
の
感
想
文

を
紹
介
す
る
。

お問い合わせは、☎078－393－1809 歯科部会まで

歯科定例研究会

日　時　９月30日（日）14時～　　会　場　協会会議室
講　師　 東京都・吉岡デンタルオフィス院長　吉岡　隆知　先生
定　員　120人（事前申込順）

明日の臨床に活かせるエンドの知識とテクニック
～エンド専門医の診断と治療～



２０１２年(平成２４年)８月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６９５号（５）

　

協
会
が
７
月
に
行
っ
た
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
訪
問
活
動
（
前
号
既
報
）
に
参
加
し
た
広

川
恵
一
理
事
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
。

抽
選
入
居
。
36
世
帯
が
高
齢
独

居
・
高
齢
者
が
７
割
。
気
仙
沼

市
に
は
、
開
業
耳
鼻
咽
喉
科
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

宮
城
協
会
で
は
北
村
龍
男
・

井
上
博
之
正
副
理
事
長
、
鈴
木

和
彦
事
務
局
長
と
の
懇
談
で
、

窓
口
一
部
負
担
金
減
免
措
置
の

延
長
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
し

た
。
こ
れ
は
被
災
地
で
の
医
療

上
必
須
の
制
度
の
一
つ
で
す
。

　

亘
理
町
仮
設
は
５
５
８
戸
・

２
０
０
０
人
が
入
居
。
こ
の
第

３
集
会
所
（
２
５
６
戸
）
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

　

こ
こ
の
「
復
興
仮
設
商
店
」

の
〈
菊
一
〉
は
テ
ー
ブ
ル
一
つ

で
１
個
70
円
の
コ
ロ
ッ
ケ
の
お

店
。
職
員
は
１
人
以
外
津
波
で

家
を
流
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
妊

婦
さ
ん
に
仮
設
で
使
え
る
週
１

０
０
０
円
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
支

給
し
て
い
て
、
妊
婦
さ
ん
た
ち

が
そ
れ
を
持
っ
て
通
っ
て
く
れ

る
と
の
こ
と
。

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災

被
災
地
訪
問
レ
ポ
ー
ト

被
災
地
に
楽
器
を
届
け
る
活
動

を
し
て
い
る
宝
塚
演
奏
家
連
盟

の
会
員
で
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
大
槌

第
５
仮
設
は
大
槌
川
の
上
流
で

３
５
７
世
帯
。
独
居
高
齢
者
52

世
帯
、
高
齢
者
２
人
暮
ら
し
34

世
帯
、
高
齢
者
同
居
68
世
帯
。

抽
選
入
居
で
顔
な
じ
み
な
く
、

大
槌
・
気
仙
沼
に
は
バ
ス
の
本

数
少
な
く
、
厳
し
い
生
活
・
医

療
環
境
で
す
。

　

気
仙
沼
・
反
松
公
園
仮
設
は

96
世
帯
。
こ
ち
ら
で
コ
ン
サ
ー

ト
開
催
。
赤
岩
牧
沢
仮
設
は
街

中
心
部
か
ら
４
〜
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
山
中
の
55
世
帯
で

大
槌
第
５
仮
設
。
気
仙
沼
・
村

岡
正
朗
医
師
、
反
松
公
園
仮
設

住
宅
・
赤
岩
牧
沢
仮
設
。
宮
城

協
会
。
亘
理
町
・
上
原
忍
医

師
、
亘
理
町
仮
設
。

　

参
加
は
八
木
秀
満
（
ギ
タ

ー
、
協
会
理
事
）、
長
谷
川
眞

弓
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
轟
木
裕
子

（
ピ
ア
ノ
）、
清
水
映
二
（
協

会
理
事
）、
事
務
局
・
黒
木
直

明
、
楠
真
次
郎
と
私
。

　

長
谷
川
、
轟
木
の
お
二
人
は

　

７
月
14
、
15
、
16
日
、
大
槌

・
気
仙
沼
・
仙
台
・
亘
理
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

訪
問
の
目
的
は
、
①
被
災
地

の
課
題
を
現
場
の
医
師
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
う
か
が

う
、
②
岩
手
協
会
、
宮
城
協
会

と
協
力
し
〈
音
楽
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
〉
コ
ン
サ
ー
ト
・
健
康
相
談

を
行
う
こ
と
で
し
た
。

　

訪
問
先
は
大
槌
町
・
植
田
俊

郎
医
師
、
和
野
っ
こ
ハ
ウ
ス
・

で
ら
れ
、
心
強
く
励
ま
さ
れ
ま

し
た
。

　

和
野
っ
こ
ハ
ウ
ス
で
森
田
礼

子
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
反
町
公
園

仮
設
で
村
上
充
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

訪
問
の
詳
細
な
記
録
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
東
日
本
大

震
災
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

識
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地
の

復
興
と
今
後
ど
こ
に
で
も
起
こ

り
う
る
災
害
の
減
災
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

東
北
地
方
は
地
震
・
津
波
・

原
発
事
故
で
沿
岸
地
方
は
さ
ら

に
医
療
の
過
疎
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

経
験
し
た
兵
庫
協
会
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
復
興
に
協

力
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
で
先
生
方
は
み

な
そ
れ
ぞ
れ
手
応
え
を
つ
か
ん

　

阿
武
隈
川
に
沿
っ
た
荒
浜
で

80
年
前
か
ら
営
業
の
食
堂
〈
加

藤
屋
〉。
昨
年
末
に
再
開
し
３

週
間
後
に
ご
主
人
が
急
死
。

「
こ
の
場
所
で
生
き
た
か
っ
た

父
の
意
志
を
継
ぎ
た
い
」「
地

域
の
方
が
再
び
集
ま
り
交
流
を

深
め
る
場
に
」
と
娘
さ
ん
が
手

打
ち
蕎
麦
屋
で
再
開
を
決
意
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
『
勝
と

う
や
』
の
思
い
を
込
め
て
」
屋

号
を
〈
か
と
う
や
〉
に
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
力
づ
よ
い
復
興

の
一
歩
を
感
じ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
「
ク
ラ
シ

ッ
ク
を
聴
く
機
会
は
な
か
っ

た
」「
来
て
い
た
だ
い
て
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
見
送
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
協
会
と
し
て

の
様
々
な
形
の
と
り
く
み
の
可

能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

被
災
地
訪
問
は
「
被
災
地
に

集
ま
り
知
恵
を
出
し
合
う
」
と

り
く
み
の
一
つ
で
、
復
興
課
題

を
教
え
て
い
た
だ
き
共
通
の
認

歯
科
特
別
研
究
会
「
口
腔
が
ん
」

感 想 文

が
ん
の
基
礎
か
ら

診
断
・
治
療
ま
で

「
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
」
が

新
設
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

口
腔
が
ん
の
第
一
人
者
で
あ
る

浦
出
雅
裕
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

が
ん
は
３
人
に
１
人
が
罹
患

し
、
死
因
別
死
亡
率
が
最
も
高

い
疾
患
で
あ
る
。
そ
の
た
め
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
も
多
く
、
一
般
の
方
々
の
関

心
が
高
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
わ
れ
わ
れ
歯
科
臨
床
医
が

接
す
る
機
会
は
多
い
と
は
言
え

な
い
。
そ
の
た
め
見
落
と
し
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
常
々
感

　

歯
科
部
会
は
６
月
３
日
、
歯

科
特
別
研
究
会
を
ラ
ッ
セ
ホ
ー

ル
で
開
催
。「
口
腔
が
ん
の
診

断
と
治
療
お
よ
び
周
術
期
口
腔

機
能
管
理
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
兵
庫
医
大
歯
科
口
腔
外
科

主
任
教
授
の
浦
出
雅
裕
先
生
が

講
演
し
、
40
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す

る
。

　

本
年
度
の
歯
科
診
療
報
酬
改

定
で
、
病
院
と
連
携
し
、
が
ん

な
ど
の
全
身
麻
酔
下
の
手
術
な

ど
を
行
う
患
者
を
対
象
に
し
て

じ
て
い
た
。
そ
ん

な
折
に
、
浦
出
先

生
の
講
演
を
開
催

し
て
い
た
だ
い

て
、
感
謝
し
て
い

る
。

　

講
演
は
、
先
生

の
長
年
の
経
験
と

研
究
に
立
脚
さ
れ

た
す
ば
ら
し
い
内

容
だ
っ
た
。
た
く

さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド

を
用
い
て
、
口
腔

が
ん
発
生
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
か
ら
今
後

の
展
望
ま
で
の
６

項
目
を
、
わ
れ
わ

れ
臨
床
医
に
も
わ
か
る
よ
う

に
、
項
目
ご
と
に
が
ん
の
基
礎

か
ら
か
み
砕
い
て
講
義
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

前
が
ん
病
変
の
白
板
症
は
５

〜
10
％
、
紅
板
症
で
40
〜
50
％

と
が
ん
化
率
が
高
く
、
前
が
ん

状
態
に
は
扁
平
苔
癬
や
粘
膜
下

線
維
腫
等
が
あ
る
が
、
が
ん
化

率
は
前
が
ん
病
変
の
10
〜
１
０

０
分
の
１
と
低
い
。
こ
れ
ら

は
、
日
常
診
療
で
と
き
ど
き
目

に
す
る
の
で
非
常
に
有
意
義
だ

っ
た
。

　

診
断
に
お
い
て
は
「
一
見
し

て
『
汚
い
』・
難
治
性
の
潰
瘍

で
周
り
に
『
し
こ
り
』
が
あ

る
、
と
い
う
の
が
典
型
的
な
悪

性
腫
瘍
の
特
徴
で
あ
る
」
と
開

業
医
が
診
査
す
る
際
の
ポ
イ
ン

ト
か
ら
始
ま
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ―

Ｃ

Ｔ
、
病
理
診
断
ま
で
と
、
そ
し

て
Ｔ
Ｎ
Ｍ
分
類
等
に
よ
る
悪
性

度
診
断
が
治
療
法
の
選
択
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を

お
話
い
た
だ
い
た
。

　

治
療
法
と
し
て
は
、
外
科
療

法
、
放
射
線
療
法
、
化
学
療

法
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
と
欠
点

を
。
そ
し
て
最
新
の
超
選
択
的

動
注
化
学
療
法
を
併
用
し
た
放

射
線
療
法
か
ら
粒
子
線
治
療
ま

で
を
、
詳
し
い
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
て
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
、
今
後
の
展
望
と
し

て
、
関
連
医
科
と
の
集
学
的
治

療
は
必
須
で
あ
る
、
と
締
め
く

く
ら
れ
た
。

　

治
療
法
等
は
、
開
業
医
に
は

専
門
的
で
あ
っ
た
が
、
基
礎
か

ら
診
断
、
悪
性
度
等
は
が
ん
の

理
解
を
深
め
る
の
に
非
常
に
有

意
義
で
あ
っ
た
。

　

浦
出
雅
裕
先
生
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

と
、
病
診
連
携
、
私
ど
も
へ
の

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

【
三
田
市
・
歯
科　

 

小
寺　
　

修
】

　

神
大
医
学
部
第
二
内
科
で

イ
ン
タ
ー
ン
生
を
指
導
さ
れ

て
い
る
の
を
拝
見
し
た
時
が

初
め
て
の
お
出
会
い
で
し

た
。
何
と
教
え
方
の
上
手
な

先
生
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の

が
小
西
先
生
の
第
一
印
象
で

し
た
。

　

頭
が
よ
く
、
ク
ー
ル
な
判

断
を
さ
れ
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
先
生
の
持
っ

て
生
ま
れ
た
感
性
の
よ
さ
か

ら
く
る
も
の
と
推
察
し
ま
し

た
。
何
か
の
局
面
に
ぶ
つ
か

っ
た
時
で
も
、
直
感
的
に
ど

の
方
法
を
と
る
の
が
最
善
策

か
が
頭
に
浮
か
ん
で
こ
ら
れ

る
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
方

は
と
も
す
れ
ば
、
頭
の
よ
さ

を
鼻
に
か
け
た
り
し
が
ち
な

も
の
で
す
が
、
先
生
は
偉
ぶ

る
こ
と
な
く
周
囲
の
人
と
接

せ
ら
れ
、
相
手
の
話
を
よ
く

聴
か
れ
、
好
感
を
持
っ
て
受

け
入
れ
な
が
ら
、
そ
の
後
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
な
さ

ア
、
カ
ー
テ
ン
の
色
、
ス
タ

ン
ド
の
型
、
観
葉
植
物
の
選

択
、
壁
の
絵
の
趣
味
、
そ
し

て
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
至
る
ま
で
す
ば

ら
し
い
冴
え
を
み
せ
、
居
心

地
の
よ
い
環
境
を
演
出
さ
れ

て
お
ら
れ
る
と
想
像
し
て
お

り
ま
し
た
。
ご
性
格
は
デ
リ

ケ
ー
ト
で
、
控
え
め
で
あ
り

な
が
ら
気
品
の
よ
さ
を
自
然

に
醸
し
出
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

お
仕
事
面
で
の
行
動
は
積

極
的
で
し
た
。
仕
事
に
も
趣

味
に
も
こ
の
姿
勢
は
貫
か

れ
、
新
し
い
仕
事
に
も
た
め

ら
う
こ
と
な
く
物
凄
い
フ
ァ

イ
ト
で
ぶ
つ
か
っ
て
ゆ
か

れ
、
学
問
の
み
な
ら
ず
趣
味

に
お
い
て
も
、
特
に
ワ
イ
ン

の
研
究
に
関
し
て
は
日
本
で

も
５
本
の
指
に
数
え
ら
れ
る

く
ら
い
の
ワ
イ
ン
通
で
あ
ら

れ
、
い
つ
も
新
し
い
発
見
を

め
ざ
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
と
き
先
生
か
ら
、

「
リ
ガ
ン
ド
」
に
つ
い
て
質

問
を
受
け
ま
し
た
時
に
、
質

問
が
微
に
入
り
細
に
わ
た

り
、
と
う
と
う
お
答
え
で
き

な
い
と
こ
ろ
ま
で
行
き
つ

き
、「
改
め
て
調
べ
て
お
返

事
申
し
上
げ
ま
す
」
と
申
し

ま
す
と
、「
あ
あ
そ
れ
以
上

の
こ
と
は
解
っ
て
い
な
い
ん

だ
ね
」
と
助
け
舟
を
出
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う

心
遣
い
を
さ
れ
る
、
思
い
や

り
の
あ
る
温
か
い
先
生
で
し

た
。

　

先
生
に
対
し
、
周
囲
の
方

々
が
い
ろ
い
ろ
な
よ
い
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
推
薦
さ
れ
て
も
辞

退
さ
れ
続
け
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
お
り
ま

す
。
指
導
的
立
場
で
ご
活
躍

い
た
だ
い
て
い
た
ら
、
大
勢

の
人
材
が
育
ち
、
益
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
の
に
と
残
念

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
安
ら
か
に
お
休
み

く
だ
さ
い
。

小
西　

明
和
先
生
の
思
い
出

理
事

岡
本　

好
司

追　悼追　悼

1929年２月９日生まれ。
1950年兵庫医専卒業、神戸大学附
属病院第二内科で研究、66年中央
区で小西診療所開業。
理事　74年６月～99年５月

小西　明和先生（享年83歳）

◇
出
席　

31
人

◇
情
勢　

「
原
発
を
な
く
す
全

国
連
絡
会
」
が
主
催
す
る
「
７

・
16
さ
よ
う
な
ら
原
発
10
万
人

集
会
」
が
７
月
16
日
に
開
催
さ

れ
、
17
万
人
が
参
加
。
政
府
は

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
に
つ

い
て
、
国
民
の
意
見
を
聞
く
と

し
て
意
見
聴
取
会
を
各
地
で
開

催
し
て
い
る
が
、
発
言
者
を
制

限
し
た
中
で
、
電
力
会
社
の
関

係
者
が
会
社
の
見
解
を
読
み
上

げ
る
な
ど
、
参
加
者
か
ら
「
や

ら
せ
」
の
批
判
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
県
立
こ

ど
も
病
院
移
転
問
題
で
「
連
絡

会
」
結
成
へ
準
備
会
参
加
、
②

保
団
連
中
央
要
請
行
動
（
８
月

２
日
）
へ
の
参
加
な
ど
を
承
認

し
た
。

◇
東
日
本
大
震
災
救
援
対
策　

９
月
末
で
打
ち
切
り
予
定
で
あ

っ
た
、
東
日
本
大
震
災
被
災
３

県
の
患
者
窓
口
負
担
減
免
が
、

保
団
連
の
運
動
に
よ
り
来
年
２

月
末
ま
で
延
長
さ
れ
た
も
の

の
、
国
は
免
除
費
用
の
８
割
し

か
負
担
し
な
い
方
針
で
あ
る
こ

と
、
保
団
連
と
し
て
全
額
国
庫

負
担
を
要
請
す
る
方
針
で
あ
る

こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

政
府

の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
に
関

す
る
選
択
肢
」
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
対
し
、
原
発
ゼ
ロ
を

支
持
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
の

原
発
か
ら
の
撤
退
と
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

を
提
出
す
る
提
案
を
了
承
。

◇
共
済
部　

春
の
共
済
普
及

で
、
保
険
医
年
一
時
払
い
・
月

払
い
と
も
に
全
国
１
位
と
な
っ

た
結
果
等
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
財
政
部　

２
０
１
１
年
度
決

算
、
消
費
税
・
収
益
課
税
申
告

納
税
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
た
。

 

（
７
月
28
日
理
事
会
よ
り
）

音
楽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
復
興
に
協
力

西
宮
市　
広
川　

恵
一

り
、
感
謝
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
感
性
は
後

天
的
の
感
覚
で
は
な

く
、
先
天
的
に
持
っ

て
生
ま
れ
た
特
性
だ

と
思
い
ま
し
た
。
こ

の
感
覚
は
あ
ら
ゆ
る

方
面
に
及
ん
で
い

て
、
き
っ
と
ご
自
分

の
部
屋
の
イ
ン
テ
リ

参加者から熱心な質問が出された
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先
生
の
講
演
は
ま
ず
そ
の
生

い
立
ち
か
ら
始
ま
り
現
在
に
至

る
ま
で
の
83
年
間
の
全
人
生
に

わ
た
る
も
の
で
、
そ
の
時
々
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
な
が
ら
の

２
時
間
に
及
ぶ
講
演
で
あ
っ

た
。

　

生
い
立
ち
か
ら
医
学
生
時
代

ま
で
の
苦
し
く
辛
い
境
遇
の
中

で
の
苦
労
・
苦
学
は
並
大
抵
で

は
な
く
、
そ
の
逆
境
を
克
服
さ

れ
た
先
生
の
強
靱
な
精
神
力
と

守
る
会
」
を

結
成
さ
れ

て
、
会
長
と

し
て
住
民
参

加
型
の
地
域

医
療
を
強
力

に
主
導
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
も

デ
イ
ケ
ア
セ

　

世
界
で
20
〜
30
万
ト
ン
も
の

使
用
済
み
核
燃
料
が
最
終
処
分

場
の
な
い
ま
ま
生
み
出
さ
れ
て

い
る
が
、
人
間
の
技
術
で
は
無

害
化
を
で
き
な
い
の
で
原
発
の

水
槽
で
貯
蔵
し
て
い
る
。
無
害

に
な
る
ま
で
10
万
年
か
ら
１
０

０
万
年
を
要
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
中
、
10
年
は
持
つ
か
も
し

れ
な
い
が
１
０
０
年
、
１
０
０

０
年
の
保
証
は
な
い
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
安
定
し
た

岩
盤
深
く
に
世
界
初
の
処
分
場

オ
ン
カ
ロ
を
建
設
中
で
あ
る

が
、
後
の
人
々
に
危
険
な
も
の

で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
答
え
が
な
い
と
い

う
。

　

地
震
国
の
日
本
に
は
オ
ン
カ

ロ
の
よ
う
な
処
分
場
の
適
地
は

な
い
と
言
わ
れ
、
元
々
原
発
は

日
本
に
適
さ
な
い
、
造
っ
て
は

い
け
な
い
も
の
を
造
り
、
福
島

原
発
事
故
は
起
こ
る
べ
く
し
て

起
き
た
の
だ
と
思
っ
た
。

地
域
医
療
支
え
る

大
先
輩
に
敬
意
と
感
謝

感 想 文

上映会に多くの人が集まった

　

明
石
支
部
は
８
月
４
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
納
涼
懇

親
会
を
開
催
し
た
。
今
年
は
舞
子
ビ
ラ
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
行
い
、
会
員
や
ス
タ
ッ
フ
ら
33
人
が
参
加
し
た
。
吉
岡

巌
支
部
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、
参
加
者
ら
は
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

行
き
場
の
な
い
核
燃
料
廃
棄
物

こ
れ
以
上
増
や
す
な

感 想 文

　

但
馬
支
部
は
７
月
15
日
、
但
馬
長
寿
の
郷
で
第
26
回
支
部

総
会
を
開
催
。
新
田
誠
支
部
長
を
講
師
に
記
念
講
演
「
但
馬

の
医
療
に
携
わ
っ
て
46
年
〜
新
田
誠
医
師
が
語
る
」
を
行

い
、
24
人
が
参
加
し
た
。
総
会
議
事
で
は
、
支
部
幹
事
に
野

田
昌
男
先
生
（
豊
岡
市
）
を
新
た
に
選
出
し
た
。
参
加
者
の

感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

第
２
、
第
３

の
事
故
を
防
ぐ

安
全
の
保
証

も
、
福
島
原
発

事
故
の
原
因
究

明
も
な
い
ま

ま
、
国
民
の
安

全
を
守
る
は
ず

の
牧
野
経
済
産

業
副
大
臣
が
つ

き
っ
き
り
で
大

飯
原
発
を
再
稼

働
し
た
。

　

猛
毒
の
核
燃

料
廃
棄
物
を
未

来
の
人
々
に
残

し
続
け
て
は
な

ら
な
い
、
国
民

的
運
動
を
進
め

の
苦
労
を
重
ね
ら
れ
た
。
道
路

は
ガ
タ
ガ
タ
道
で
救
急
車
も
な

く
、
自
前
の
救
急
車
の
導
入
か

ら
開
始
さ
れ
た
。

　

次
に
応
急
手
当
の
講
習
会
、

各
集
落
で
の
健
康
教
室
の
開
催

を
推
進
さ
れ
、
１
９
８
２
（
昭

和
57
）
年
に
は
、
念
願
の
住
民

組
織
「
但
東
の
健
康
と
医
療
を

才
覚
に
は
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で

あ
る
。
ま
る
で
野
口
英
世
の
伝

記
を
聞
い
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。
し
か
し
こ
の
苦
学
の
中
で

こ
そ
先
生
の
医
学
・
医
療
に
対

す
る
確
固
た
る
情
熱
や
信
念
が

育
ま
れ
て
い
っ
た
の
に
違
い
な

い
。

　

医
大
卒
業
後
３
番
目
の
活
動

地
と
し
て
１
９
６
６
（
昭
和

41
）
年
に
赴
任
さ
れ
た
但
馬

（
豊
岡
市
但
東
町
）
で
も
多
く

ン
タ
ー
の
開
設
、
Ｉ
Ｔ
（
驚
く

ほ
ど
詳
し
い
）
の
医
療
面
へ
の

種
々
の
応
用
、
カ
ル
テ
を
重
視

し
記
載
法
に
つ
い
て
の
種
々
の

工
夫
、
保
険
医
協
会
但
馬
支
部

長
と
し
て
の
活
動
、
な
ど
多
方

面
に
わ
た
る
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

を
精
力
的
に
続
け
て
こ
ら
れ

た
。

　

か
く
て
但
馬
の
医
療
に
46

年
、
但
馬
の
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー

と
も
呼
ば
れ
る
先
生
か
ら
但
馬

の
住
民
や
医
師
が
受
け
た
恩
恵

は
計
り
知
れ
な
い
。
同
じ
但
東

町
で
仕
事
を
し
て
い
る
小
生
に

と
っ
て
先
生
は
文
字
通
り
偉
大

な
大
先
輩
で
あ
る
。

　

地
域
医
療
の
開
拓
者
と
し
て

46
年
間
の
先
生
の
ご
苦
労
ご
貢

献
に
対
し
心
か
ら
敬
意
と
謝
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
先
生

は
現
在
非
常
勤
と
な
っ
て
お
ら

れ
る
が
、
今
後
も
健
康
に
留
意

さ
れ
て
わ
れ
わ
れ
後
輩
を
指
導

く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

 

【
豊
岡
市　

小
笠
原
健
次
郎
】

感
謝
の
心
と
し
な
や
か
さ
を

学
ん
だ
研
修
会

感 想 文
　

神
戸
支
部
は
６
月
30
日
、
職
員
接
遇
研
修
会
「
伝
え
る
力
を

育
む
接
遇
基
礎
研
修
〜
初
対
面
で
好
か
れ
る
上
手
な
話
し
方

〜
」
を
協
会
会
議
室
で
開
催
、
65
人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
大

阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
中
央
ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

特
任
助
教
の
森
藤
ち
ひ
ろ
氏
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す

る
。

　

「
え
っ
! !
モ
ン
ス
タ
ー
は
初

め
か
ら
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

　

私
た
ち
が
つ
く
る
の
？
」

と
、
早
速
ス
タ
ッ
フ
５
人
で
４

月
開
催
の
研
修
会
「
患
者
を
モ

ン
ス
タ
ー
に
し
な
い
接
遇
」
に

出
席
希
望
を
出
し
た
が
、
初
回

は
皆
困
っ
て
い
る
方
も
多
い
の

か
、
全
員
は
じ
か
れ
た
。

　

改
め
て
今
回
の
「
伝
え
る
心

実
践
を
ま
じ
え
て
接
遇
を
学
ん
だ

を
育
む
接
遇
研
修
会
〜

初
対
面
で
好
か
れ
る
上

手
な
話
し
方
〜
」
に
申

し
込
ん
だ
。
講
師
は
、

大
阪
大
学
医
学
部
附
属

病
院
よ
り
来
ら
れ
た
森

藤
ち
ひ
ろ
先
生
。
ご
経

歴
の
と
お
り
、
い
ろ
い

ろ
な
経
験
や
ご
苦
労
を

実
際
に
な
さ
っ
て
こ
ら

れ
た
だ
け
に
、
実
践
的

で
私
た
ち
を
引
き
つ
け

る
お
話
で
あ
っ
た
。

　

私
は
た
い
て
い
講
義
の
途
中

で
少
し
心
地
よ
く
な
る
習
慣
が

あ
る
が
、
な
か
な
か
そ
う
は
さ

せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
確
か

に
言
葉
遣
い
一
つ
で
「
着
る
↓

お
召
し
に
な
る
」「
来
る
↓
お

見
え
に
な
る
」
ほ
か
、
た
く
さ

ん
の
丁
寧
な
言
葉
は
聞
く
だ
け

で
心
地
よ
い
。
さ
ら
に
、
場
合

に
よ
っ
て
は
相
手
に
考
え
て
も

ら
う
、
間
違
っ
た
こ
と
は
謝

る
、
ク
レ
ー
ム
を
言
う
、
全
く

相
対
す
る
立
場
の
両
者
の
対

応
、
納
得
さ
れ
な
い
場
合
の
接

遇
、
ノ
ー
を
伝
え
る
、
お
願
い

の
仕
方
、
こ
ん
な
方
法
や
言
い

回
し
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
そ
し

て
根
底
に
あ
る
敬
い
の
心
、
感

謝
の
心
と
柔
軟
さ
や
し
な
や
か

さ
が
先
生
に
は
い
つ
も
流
れ
て

い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　

私
は
と
て
も
こ
こ
ま
で
い
け

な
い
が
、
今
ま
で
モ
ン
ス
タ
ー

は
初
め
か
ら
い
る
と
思
っ
て
お

り
、
む
し
ろ
退
治
し
な
く
て
は

と
思
っ
て
い
た
の
が
恥
ず
か
し

い
こ
と
だ
と
反
省
し
、
そ
し
て

何
よ
り
、
今
回
来
ら
れ
な
か
っ

た
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
次
の
機

会
に
は
ぜ
ひ
聞
い
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

 

【
東
灘
区　

森
垣　

驍
】

　

尼
崎
支
部
は
７
月
21
日
、
第
41
回
支
部
総
会
を
サ
ン
シ
ビ
ッ

ク
尼
崎
で
開
催
。
支
部
設
立
40
周
年
記
念
企
画
と
し
て
映
画

「
１
０
０
、
０
０
０
年
後
の
安
全
」
上
映
会
を
行
い
、
54
人
が

参
加
し
た
。
総
会
議
事
で
は
、
11
年
度
の
活
動
ま
と
め
と
12
年

度
の
活
動
方
針
を
採
択
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す

る
。

て
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
を
一
日
も

早
く
実
現
し
な
け
れ
ば
と
心
を

駆
ら
れ
た
。

【
尼
崎
市
・
鍼
灸
師

 

　

藤
岡
東
洋
雄
】

重
い
負
担
に

　
　
　
　

相
談
続
々

　

協
会
も
参
加
す
る
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会
・
神
戸
市
協
議

会
は
、
６
月
下
旬
に
神
戸
市
内

15
会
場
で
、
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
を
中
心
に
し
た
相
談

会
を
開
催
。
３
１
４
件
の
切
実

な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。
保
険

料
な
ど
の
軽
減
が
可
能
な
ケ
ー

ス
は
１
２
１
件
と
約
４
割
に
の

ぼ
り
、
多
く
の
市
民
が
知
ら
ず

に
税
や
保
険
料
を
払
い
す
ぎ
て

い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

相
談
会
の
取
り

組
み
は
今
回
が
６

年
目
。
２
０
０
７

年
に
、
老
年
者
控

除
の
廃
止
な
ど
の

影
響
で
国
保
保
険

料
が
急
激
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
制
度

を
活
用
し
て
少
し

で
も
保
険
料
を
引

き
下
げ
市
民
の
生

活
を
守
ろ
う
と
し

て
始
め
た
も
の
。

　

今
年
の
相
談
会

約４割の相談者で保険料の軽減が可能に
（６月22日、長田区会場）　　　　　　　

は
、
年
金
生
活
者
の
確
定
申
告

漏
れ
が
多
か
っ
た
こ
と
が
特

徴
。
公
的
年
金
が
年
４
０
０
万

円
以
下
で
年
金
以
外
の
所
得
が

年
20
万
円
以
下
の
場
合
、
所
得

税
の
確
定
申
告
が
不
要
と
な
っ

た
た
め
、
社
会
保
険
料
控
除
や

医
療
費
控
除
の
対
象
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
確
定
申
告
を
せ

ず
、
そ
の
結
果
、
税
金
の
還
付

が
受
け
ら
れ
ず
、
住
民
税
・
国

保
料
・
介
護
保
険
料
が
上
が
っ

た
ケ
ー
ス
が
多
数
あ
っ
た
。

　

同
協
議
会
の
森
口
眞
良
議
長

は
、「
神
戸
市
で
は
２
０
１
４

年
度
か
ら
国
保
料
算
定
方
式
の

旧
た
だ
し
書
き
方
式
へ
の
変
更

が
狙
わ
れ
て
お
り
、
実
施
さ
れ

れ
ば
保
険
料
の
軽
減
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
。
相
談
会
で
寄
せ

ら
れ
た
声
を
も
と
に
、
国
保
料

の
引
き
下
げ
と
軽
減
措
置
の
継

続
を
求
め
て
運
動
を
強
め
た

い
」
と
し
て
お
り
、
協
会
も
同

協
議
会
加
盟
団
体
と
し
て
、
一

層
運
動
を
強
め
て
い
く
。

新田支部長が但馬での
46年間を語った　　　

海風感じ 親睦深めた海風感じ 親睦深めた
明石支部　納涼懇親会明石支部　納涼懇親会 但

馬
支
部　

第

但
馬
支
部　

第
2626
回
支
部
総
会

回
支
部
総
会
・・
記
念
講
演

記
念
講
演

神
戸
支
部　

接
遇
研
修
会

神
戸
支
部　

接
遇
研
修
会

尼
崎
支
部　

第

尼
崎
支
部　

第
4141
回
支
部
総
会

回
支
部
総
会
・・
記
念
企
画

記
念
企
画

神戸社保協が
国保相談会

支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内

日　時　９月15日（土）14時30分～
会　場　加古川商工会議所４階大会議室
テーマ　 医療機関に求められる接遇の

基本とクレーム対応
講　師　目白大学短期大学部教授
　　　　油谷純子先生
参加費　1000円

■加古川・高砂支部■接遇研修会

日　時　９月21日（金）14時～
会　場　西宮医療会館会議室
テーマ　医院・薬局での服薬指導　その２
講　師　Mr. Robert Conroy
アドバイザー　神戸薬科大学非常勤講師　
　　　　西野かおる先生

■西宮・芦屋支部■Medical English



ロ
ー
マ
法
王
に
な
る
の
は
イ
ヤ
？
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第
64
回
カ
ン
ヌ
映
画
祭

で
、
衝
撃
的
な
感
動
を
生
ん

だ
正
式
出
品
作
品
「
ロ
ー
マ

法
王
の
休
日
」
を
ご
案
内
し

ま
す
。
タ
イ
ト
ル
が
、
往
年

の
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
と
か

け
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
す

が
、
全
く
違
う
コ
ミ
カ
ル
で

楽
し
い
中
に
も
、
シ
リ
ア
ス

で
力
強
い
感
動
を
呼
ぶ
作
品

で
す
。

　

ロ
ー
マ
法
王
と
は
、
世
界

中
に
11
億
人
以
上
と
さ
れ
る

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
指
導
す

る
最
高
位
聖
職
者
で
す
。
枢

機
卿
と
は
、
法
王
に
次
ぐ
高

位
聖
職
者
で
あ
り
、
全
世
界

で
約
２
０
０
人
弱
で
、
そ
の

う
ち
１
２
０
人
ほ
ど
が
法
王

選
出
選
挙
（
コ
ン
ク
ラ
ー
ヴ

ェ
）
に
参
加
し
ま
す
。

＊

　

ロ
ー
マ
法
王
が
逝
去
し

て
、
こ
の
一
大
事
を
受
け
ヴ

ァ
チ
カ
ン
で
開
催
さ
れ
る
新

し
い
法
王
選
出
選
挙
（
コ
ン

ク
ラ
ー
ヴ
ェ
）。
聖
ペ
ド
ロ

広
場
に
は
、
新
法
王
誕
生
に

祈
り
を
捧
げ
、
祝
福
し
よ
う

と
教
徒
を
は
じ
め
多
数
の
民

衆
が
集
ま
る
。
そ
し
て
歴
史

的
な
世
紀
の
瞬
間
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
選
挙
の
行
方
や
結
果
を

真
剣
に
見
守
る
枢
機
卿
た
ち

は
、
全
員
が
心
の
中
で
必
死

に
祈
っ
て
い
た
…
。

　

「
神
様
、
一
生
の
お
願
い

で
す
…
ど
う
か
私
が

選
ば
れ
ま
せ
ん
よ
う

に
…
」

　

祈
り
も
空
し
く
新

法
王
に
選
出
さ
れ
た

の
は
、
事
前
に
予
想

も
さ
れ
な
か
っ
た
、

主
人
公
メ
ル
ヴ
ィ

ル
。
メ
ル
ヴ
ィ
ル
は

早
速
バ
ル
コ
ニ
ー

で
、
大
観
衆
の
前
で

演
説
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
あ
ま

り
に
大
き
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
か
ら
ロ
ー
マ

法
王
の
選
出
方
法
や
裏
側
が

と
て
も
興
味
深
く
描
か
れ
て

い
ま
す
。
自
分
を
見
直
し
て

い
く
中
で
の
存
在
感
、
自
我

の
目
覚
め
、
責
任
感
も
問
わ

れ
て
い
き
ま
す
。
ほ
ん
わ
か

と
し
た
雰
囲
気
で
ス
ト
ー
リ

ー
は
進
ん
で
い
き
ま
す
。
イ

タ
リ
ア
の
綺
麗
な
風
景
や
歴

史
を
感
じ
る
建
造
物
な
ど
の

映
像
も
美
し
く
鑑
賞
で
き
ま

す
。
温
か
い
心
に
包
ま
れ
る

よ
う
な
作
品
で
す
。

　

最
後
の
５
分
で
、
誰
も
が

予
想
も
し
な
い
展
開
が
待
ち

受
け
て
い
ま
す
。
最
後
の
最

後
…
驚
き
の
瞬
間
が
待
っ
て

い
ま
す
。
映
画
が
終
わ
っ
た

あ
と
の
鑑
賞
さ
れ
た
方
々
の

ざ
わ
め
き
に
も
驚
き
ま
す
。

さ
て
最
後
の
５
分
の
行
方
と

は
…
。

　

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
心
と
心

の
ふ
れ
あ
い
を
描
い
た
作
品

で
す
。

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
】

の
街
中
に
逃
げ
て
し
ま
う

…
。
慌
て
た
関
係
者
た
ち

は
、
世
間
に
真
実
が
広
が
ら

な
い
よ
う
に
画
策
し
て
、
ひ

た
隠
し
つ
つ
、
捜
査
に
奔
走

す
る
。

　

一
方
メ
ル
ヴ
ィ
ル
は
、
ロ

ー
マ
の
街
の
人
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
し
て
、
自
分
を

見
つ
め
直
し
て
い
く
。
そ
し

て
人
生
と
は
、
信
仰
心
、
人

間
愛
、
隣
人
愛
、
真
心
と
は

何
か
を
自
問
自
答
し
て
い

く
。
さ
ら
に
は
、
ロ
ー
マ
法

王
の
存
在
意
義
と
は
何
か
、

と
い
う
命
題
に
も
た
ど
り
着

い
て
い
く
。

　

メ
ル
ヴ
ィ
ル
が
ス
ピ
ー
チ

に
戻
る
時
間
が
刻
々
と
迫

る
。
果
た
し
て
、
メ
ル
ヴ
ィ

ル
が
ロ
ー
マ
の
民
衆
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
見
つ
け

た
大
切
な
発
見
と
は
？　

大

切
な
答
え
と
は
…
？

＊

　

こ
の
作
品
で
は
、
ロ
ー
マ

＝Pediatric Allergy
　　　　小児アレルギー＝
　A mother brought her 11-month-old 
boy to his pediatrician. He's started a 
wheeze① following a common cold for a 
few days.
　11カ月の男児は母親に小児科医に連れ
て来られた。数日の風邪症状の後に喘鳴
を来たしている。

Mother：He still has a cough and it 
sounds fairly wheezy② to me.
母：その後も咳が続き、何かゼーゼー言
っているようです。
Dr.：Yes, I can def in i te ly hear a 
wheezing sound.
医師：たしかに、喘鳴（ぜんめい）があ
りますね。
Does he sleep well as usual, or does 
he wake up coughing?
夜、睡眠の状態はどうですか。咳で目が
覚めるようなことはありますか。
Mother：He wakes up several times 
coughing and cries irritably.
母：何回も咳で起きてぐずって泣いてい
ます。
Dr.：By the way, I noticed his reddish 
eczematous③ cheeks. How long has he 
had this?
医師：ところで、彼の顔の赤い湿疹はい
つごろから出ているのですか。
Mother：He's had this red skin since 
he was five- or six-months old.
母：これは、生後５～６カ月ごろから出
てきています。
His dermatologist said he had “atopic 
dermatitis④”.
皮膚科の先生にはアトピー性皮膚炎と診
断されています。
Dr.：Have you noticed any relation 
b e t w e e n a n y s p e c i f i c f o o d a n d 
worsening wet red lesions?
医師：何か特別の食べ物で発赤と滲出液
が悪くなることはありますか。

Mother： No, I have no idea.
母：いいえ、気付いておりません。
Dr.：Has anybody in your family had 
a s t hm a t i c b r o n c h i t i s⑤ o r a t o p i c 
dermatitis?
医師：ご家族に喘息やアトピー性皮膚炎
の既往のある方はいますか。
Mother：My three-year-old son also 
had similar eczema before he was one.
母：この子の３才になる兄も、１才まで
このような湿疹がありました。
I had as thmat i c b ronch i t i s i n my 
childhood.
私は小児期、喘息がありました。
Dr.：Okay. Let me listen to your chest. 
He definitely has diffuse productive⑥ 
wheezing on both sides.
医師：では、聴診器で胸の音を聞いてみ
ましょう。たしかに肺全体に痰がつまっ
て喘鳴が聞こえます。
He's most likely got viral bronchiolitis⑦.
おそらくウイルス性の細気管支炎だと思
います。
I'd like to do a blood test to get a 
white blood cell count, and a CRP⑧, 
including an allergen test⑨.
血液検査をして、白血球数、CRP（炎症
所見）と一緒に簡単なアレルギーのチェ
ックもしましょう。

① wheeze：喘鳴（ぜんめい）、ゼーゼー
という音

② wheezy：喘鳴の、ゼーゼーする
③ eczematous：湿疹ができている、名詞

はeczema
④ atopic dermatitis：《医》アトピー性皮

膚炎
⑤ asthmatic bronchitis：《医》 喘息性

（様）気管支炎
⑥ productive：痰がらみの（咳）
⑦ bronchiolitis：《医》細気管支炎
⑧ CRP：《生化》C-Reactive Protein、炎

症反応を示す定量的検査
⑨ allergen test：《免疫》アレルゲンテス

ト。アレルギーを誘発する抗原を測定
する検査
お知らせ：『英語で診療』が電子書籍と
して販売されました。次のURL　http://
ebookstore.m2plus.com/へアクセスして
ご購入ください。
 【西宮市　坂尾　福光】

30

〈通院・在宅精神療法〉
Ｑ１　通院・ 在宅精神療法について、
「地域の精神科救急医療体制の確保に必
要な協力等」を行っていない精神保健指
定医等であっても、初診料を算定する初
診の日であれば「１」（700点）が算定で
きるのか。
Ａ１　算定できません。「２」を算定し
ます。ただし、初診料を算定する初診の
日においては、30分を超えて診療を行う
必要があるため、「30分以上の場合」
（400点）を算定します。
Ｑ２　「１」を算定するにあたって、届
出は必要か。
Ａ２　届出は必要ありません。

〈精神科継続外来支援・指導料〉
Ｑ３　１回の処方において、抗不安薬ま

研究部

保険請求 〈医科〉

たは睡眠薬を３剤以上処方した場合に、
所定点数の100分の80で算定することと
されたが、抗不安薬と睡眠薬の分類はど
のようにすればよいのか。
Ａ３　薬価基準収載医薬品コードの上三
桁が「112」である催眠鎮痛剤、抗不安
剤が該当します。これらの抗不安薬また
は睡眠薬を３剤以上投与した場合には、
所定点数の100分の80に相当する点数に
より算定することが厚生労働省の事務連
絡（平成24年４月20日疑義解釈その２）
で示されました。
　なお、以下のリストの薬価基準収載医
薬品コードを参照することとされていま
す。
【使用薬剤の薬価（薬価基準）に収載さ
れている医薬品について】
http://www.mhlw.go.jp/topics/2012/03/
tp120305-01.html

ロ
ー
マ
法
王
の

休
日

白岩一心
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今
年
の
４
〜
５
月
に
か
け

て
、
地
元
の
明
石
市
立
博
物

館
で
平
山
郁
夫
展
が
開
催
さ

れ
て
い
た
。

　

平
山
は
１
９
３
０
（
昭
和

５
）
年
に
尾
道
の
生
口
島
に

生
ま
れ
た
。
瀬
戸
内
海
と
い

う
解
放
的
で
明
る
く
温
暖
な

気
候
、
漁
船
・
汽
船
・
軍
艦

な
ど
が
行
き
来
す
る
風
景
を

見
な
が
ら
育
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

平
山
の
絵
は
明
る
く
て
き

れ
い
で
あ
る
。
原
爆
の
落
ち

る
瞬
間
の
閃
光
、
原
爆
後
の

悲
惨
な
場
面
や
建
物
を
見
て

ス
ケ
ッ
チ
し
て
も
、
汚
い
悲

劇
的
な
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
な
い
。

　

平
山
は
原
爆
症
に
冒
さ
れ

な
が
ら
も
、
活
溌
な
制
作
意

欲
と
行
動
力
で
海
外
に
出
か

け
、
過
酷
な
自
然
環
境
と
異

人
種
と
交
わ
り
、
ス
ケ
ッ
チ

を
何
万
枚
も
繰
り
返
し
、
ア

ト
リ
エ
で
大
作
を
描
き
あ
げ

た
。

　

そ
れ
ら
の

大
作
を
前
に

し
て
、
そ
の

雄
大
で
過
酷

な
自
然
の
中

で
生
活
す
る

人
々
の
淡
々

と
し
た
表
情

・
仕
草
、
酪

駝
と
共
存
す

る
姿
、
そ
れ

ら
の
美
し
い

フ
ォ
ル
ム
と

ト
ー
ン
は
音

楽
を
奏
で
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

京
都
の
美
し
さ
、
敦
煌
の

雄
大
さ
、
黄
河
の
夕
陽
、
氷

雪
に
囲
ま
れ
た
パ
ミ
ー
ル
高

原
を
行
く
隊
商
な
ど
の
大
作

を
ゆ
っ
く
り
と
観
た
。

　

芸
術
と
は
観
て
い
る
人
の

心
に
響
い
て
く
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に

感
じ
る
か
は
人
さ
ま
ざ
ま
で

あ
ろ
う
。
無
限
小
か
ら
無
限

大
へ
の
世
界
に
思
い
を
め
ぐ

ら
す
と
き
、
生
物
と
し
て
の

小
宇
宙
か
ら
天
体
と
し
て
の

大
宇
宙
、
些
細
な
こ
と
に
思

い
わ
ず
ら
う
現
実
を
一
瞬
忘

れ
さ
せ
る
。
自
分
の
内
面

（
生
老
死
）
を
見
つ
め
る
心

の
ゆ
と
り
を
取
り
戻
す
時
間

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

熊
谷
（
前
号
）
は
禅
の
世

界
、
平
山
は
天
国
に
い
る
仏

の
世
界
を
め
ざ
し
た
画
家
だ

っ
た
の
か
な
ー
と
感
じ
た
。

無
限
へ
の
ま
な
ざ
し
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二
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の
画
家
の
展
覧
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を
観
て
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平
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郁
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（８）第１６９５号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１２年(平成２４年)８月２５日(毎月３回５・15・25日発行)
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　母性内科は、妊娠・出産を内科の立場
からサポートするとともに、妊娠中に頭
をもたげる糖尿病などの生活習慣病の兆
しをキャッチし、未病に導く、発病を遅
らせるという観点からの診療も行ってい
る。
　このような科にとって、「妊娠と薬」
は重要なテーマであり、「妊娠と薬情報
セ ン タ ー 」（http://www.ncchd.go.jp/
kusuri/index.html）の活動も並行して行
っている。

総　論
　薬剤は、臨床試験（治験）で有効性と
安全性が評価されて、世の中に出てく
る。
　しかし、妊娠中の安全性について臨床
研究を行うことは倫理上不可能であるた
め、発売当初は動物実験の結果を参考に
し、妊婦への使用の可否が決定される。
発売後しばらくすると、市販後調査や疫
学研究が行われ、少しずつヒトのデータ
が出てくるのである。
　このように、エビデンスの乏しい状況
にあっては、妊娠中の薬剤投与は慎重に
なるべきであるが、薬剤服用を恐れて母
体の全身状態が悪化するようであれば、
かえって胎児への悪影響が懸念される。
そのため、薬剤の危険性と有益性を検討
した上で、判断することが必要になる。
　また、妊娠していると知らずに薬剤を
使用してしまい、不安から妊娠継続をあ
きらめるケースもある。しかし、胎児へ
悪影響を与える程度・確率から言うと、
冷静に対応すべきケースがほとんどであ
る。
　妊娠初期に薬や放射線に暴露されなく
ても、流産、先天性形態異常の自然発生
率はそれぞれ15％、３％である。胎児へ
のリスクがある薬剤かどうかは、この自
然発生率に比べて高くなるかどうかで判
断される。
　妊娠中に薬物を使用する場合、添付文
書を参考にするのは当然であるが、その
あいまいさの故か、臨床の現場ではFDA
分類が重宝されてきた。しかし、３年前
にこの分類方法は廃止され、記述式に移
行しつつある。わが国でも、添付文書の
見直しが進んでいる。
　催奇形性の明らかな薬剤を、表１に示

す。催奇形性があったとしても、その頻
度が高い薬剤は少ない。したがって、催
奇形性がある薬剤を使用したまま妊娠し
たとしても、奇形の発生しない頻度につ
いてまで言及すべきである。
　また、この表にはないが、リチウムは
元々非常にまれなエブスタイン奇形の頻
度が上昇、パロキセチンは心奇形の頻度
がわずかではあるが上昇、という疫学研
究が得られているが、これの解釈は非常
に難しい。このような薬剤については、
妊娠と薬情報センターをぜひご活用いた
だきたい。
　胎児毒性のある主な薬剤を、表２に示
す。特に頻用されるNSAIDsの妊娠後期
の使用は、注意が必要である。
　授乳中の薬剤使用は、母乳栄養のメリ
ットの観点から、なるべく母乳栄養との
両立を図るべきである。薬剤の乳汁への
移行率などを考慮して判断するが、放射
性物質と抗がん剤を除くと、ほとんどの
薬剤が母乳との両立が可能である。

各　論（日常診療で使用する機
会の多い薬剤の安全性）
○抗アレルギー薬
　第一世代抗ヒスタミン薬は、使用歴
史、疫学研究結果などから、奇形のリス
クは否定的と考える。しかし、ヒドロキ
シジン（アタラックスPⓇ）は、995例対
象のメタアナリシスでリスクは棄却され
ているにもかかわらず、口蓋裂、離脱症
状の症例報告ならびに米国でも禁忌であ
ることから、2006年６月にわが国でも禁
忌となった。
　第二世代抗ヒスタミン薬のうち、大規
模な疫学研究結果があるのは、セチリジ
ンとロラタジンである。フェキソフェナ
ジンも、中規模ながらデータがある。メ
ディエーター遊離阻害薬、トロンボキサ
ンA２阻害薬、ロイコトリエン受容体拮
抗薬、Th２サイトカイン阻害薬のほと
んどがわが国で開発されたもので、疫学
研究は皆無である。
　ヒドロキシジン（アタラックスPⓇ）
の他に添付文書上禁忌となっているのは
オキサトミド（セルテクトⓇ）、トラニ
スト（リザベンⓇ）、トラニスト（アレ
ギサールⓇ）であるが、合理的な理由で
禁忌になっているわけではない。

国立成育医療研究センター　母性医療診療部　部長　 村島　温子先生講演

妊娠中および授乳中の薬の使い方
―母性内科の立場から―

○抗菌剤・抗ウイルス薬
　セファム系、ペニシリン系、マクロラ
イド系は、リスクがないと考えて良い。
キノロン系は動物実験が根拠で禁忌とな
っているので、妊婦とわかっている場合
には避けるのが無難であるが、中規模な
がら疫学研究で胎児へのリスクはない
か、あっても低いと判断できる。
　アミノグリコシド系は聴覚障害、テト
ラサイクリン系は歯牙着色と、胎児毒性
の点から妊娠中は避けるべきである。
　インフルエンザの重症度を考えると、
抗インフルエンザ薬の使用をちゅうちょ
すべきでない。オセタミビルはヒトでの
経験上、ザナビルは薬物動態の点から優
先される。抗ヘルペス薬のうち、アシク
ロビルとバラシクロビルは、疫学研究で
リスクは否定的と判断されている。
○降圧剤
　妊娠中に降圧剤を必要とするのは、高
血圧の女性が妊娠前ないしは初期から内
服する場合と、妊娠高血圧症候群を発症
した場合である。わが国でこれまで妊婦
に有益性投与となっていたのは、メチル
ドパとヒドララジン、ニカルジピン（注
射薬のみ）であり、他のCa拮抗剤は動
物実験での催奇形性、ラベタロールは胎
児への移行性を理由に妊婦禁忌となって
いた。
　しかし、昨年、ニフェジピンは妊娠中
期以降、ラベタロールは全期間において

有効性投与に変更され、妊娠中の降圧剤
の選択の幅が少し広まった。ただし、ニ
フェジピンの妊娠初期、他のCa拮抗剤
は全期間にわたって禁忌のままである。
　アンジオテンシン変換酵素（ACE）阻
害薬は添付文書上、妊婦禁忌である。本
剤の妊娠第１三半期の使用の安全性につ
いてはいまだ結論は出ていないが、ほと
んどの研究と症例報告では、先天奇形と
第１三半期使用との強い相関はみられな
い。
　しかし、妊娠第２-３三半期の投与で
は胎児の低血圧と腎血流の低下による無
尿から羊水過少となり、その結果胎児の
手足の形成異常、頭蓋・顔面の異常、肺
低形成などを起こすこともある。
　アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬
（ARB）はACE阻害薬と同様の症例報告
があり、同様の扱いをすべきと考える。
○その他
　糖尿病は血糖のコントロールが不良で
あることが最大の催奇形因子であり、妊
娠を考える女性にあたっては、とにかく
血糖のコントロールが優先される。
　バセドウ病薬のメチマゾールは、特殊
な先天異常のリスクが上がることが示さ
れ、妊娠中の使用に関するガイドライン
が刻々変化していくと思われるので、甲
状腺学会のホームページをフォローして
いただきたい。

　表１　催奇形性のある薬剤
異常の内容

サリドマイド アザラシ肢症
男性ホルモン 女性外性器の男性化
Vit-A誘導体 小耳症、心奇形
クマリン誘導体 鼻の低形成
Ｄ－ペニシラミン 弛緩性皮膚
合成女性ホルモン 陰核巨大症・精巣低形成
抗てんかん薬 神経管欠損症など
ミソプロストール メビウス症候群、四肢切断

メトトレキセート 頭蓋骨早期癒合による顔貌
異常

MMF（セルセプト） 顔面異常

 表２　胎児毒性のリスクのある
主な薬剤　 　　

薬剤の種類 症候

NSAIDs 動脈管早期閉鎖による肺高血圧
症、羊水減少、分娩遷延

ACE阻害薬 胎児の低血圧と腎血流低下によ
る頭蓋冠低形成や腎機能異常

ＡⅡ拮抗薬 胎児の低血圧と腎血流低下によ
る頭蓋冠低形成や腎機能異常

アルコール 胎児アルコール症候群
タバコ 子宮内発育遅延
過剰なヨード 甲状腺機能低下

文化部第11回「あなたとわたしの展示会」

自慢のお宝、作品を大募集
開 催 日　10月28日（日）10時～16時　※日常診療経験交流会に併設

会　　場　神戸市産業振興センター９階（神戸ハーバーランド内）

展示企画　絵画、書、写真、陶芸ほか（大きさ自由）

出 展 数　お１人３点まで　　　　出展料　無料

応募資格　協会会員とその家族、職員、患者

応募締切　10月15日（月）

※出展を希望する方には指定の申込用紙を送付します。

お申し込みは、☎078－393－1817　吉永まで

　医療保険についての基礎知識や請求事務、保険点数と
留意事項までを簡略にまとめた解説冊子。介護保険の医
療系居宅サービス費も掲載。

ご注文いただければ１冊は無料で送付します（２冊目から１冊2000円）

研究部書籍案内

「保険請求の要点（診療所用）」
　　　 2012年改定版（医科）

ご注文は、☎078－393－1803まで

兵庫県保険医協会発行

薬科部研究会

第４回薬剤師のためのフィジカルアセスメント研究会

胸部Ｘ線写真で何がわかるか Part.2
日　時　９月29日（土）16時～18時　 会　場　協会会議室
講　師　西宮市・広川内科クリニック院長　広川恵一先生

お問い合わせは、☎078 －393 －1803まで
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